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１ 本報告書の位置づけ

本報告書は、沖縄県振興審議会に諮問された沖縄２１世紀ビジョン基本計画

（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）について、学術・人づくり部会にお

ける調査審議結果をとりまとめたものである。

２ 学術・人づくり部会の概要

⑴ 学術・人づくり部会の所掌事務について

沖縄県振興審議会に設置されている部会のうち、学術・人づくり部会は

「教育・人材育成、歴史、学術等に関すること」を所掌することとされて

いる（沖縄県振興審議会運営要綱 別表（第２条関係））。

⑵ 学術・人づくり部会の調査審議箇所について

沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）

のうち、学術・人づくり部会における調査審議箇所については、次のとお

りである。なお、他の部会と一部重複する箇所がある。

○第２章 沖縄振興の現状と課題

２ これまでの沖縄振興の分野別検証

⑴ 沖縄らしい優しい社会の構築

イ 文化

(ｱ) 伝統文化の保全・継承及び文化の創造

ａ 文化財の保全・継承・活用

ｃ 文化施設の整備

エ 子育て・福祉

(ｱ) 子育て環境の充実

ａ 子どもの受け入れ体制の整備 ※教育と福祉の連携

オ 離島振興（定住条件整備）

(ｱ) 離島における定住条件の整備

ａ 離島人口の確保 ※教育の分野

⑵ 強くしなやかな自立型経済の構築

イ 交流

(ｱ) 世界との交流ネットワークの形成

ａ 国際交流の推進 ※海外留学・交流派遣

⑶ 将来像実現の原動力となる人づくり

ア 人材育成

(ｱ) 自ら学ぶ意欲を育む教育の充実

ａ 学校教育の充実
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(ｲ) 国際性と多様な能力を涵養する教育システムの構築

ａ 国際社会、情報社会、科学技術の進展に対応した教育の

充実

ｂ 高等教育の充実

(ｳ) 個性を持った人づくりの推進

ａ 社会教育・生涯学習機会等の充実

(ｴ) 産業振興を担う人材の育成

ａ 産業人材の育成

(ｵ) 地域社会を支える人材の育成

ａ 地域を支える人材の育成

○第３章 基本施策の推進による成果と課題及びその対策

１ 沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して

⑷ 伝統文化の保全・継承及び新たな文化の創造

ア 沖縄の文化の源流を確認できる環境づくり

イ 文化の担い手の育成

エ 文化の発信・交流

２ 心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して

⑵ 子育てセーフティネットの充実

ウ 子ども・若者の育成支援

オ 子どもの貧困対策の推進

⑹ 地域特性に応じた生活基盤の充実・強化

イ 高度情報通信ネットワーク社会に対応した行政サービス

の提供

３ 希望と活力にあふれる豊かな島を目指して

⑶ 情報通信関連産業の高度化・多様化

ウ 多様な情報系人材の育成・確保

⑸ 科学技術の振興と知的・産業クラスターの形成

エ 科学技術を担う人づくり

⑾ 離島における定住条件の整備

イ 生活環境基盤の整備及び教育・医療・福祉における

住民サービスの向上

４ 世界に開かれた交流と共生の島を目指して

⑴ 世界との交流ネットワークの形成

イ 世界と共生する社会の形成

５ 多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して

⑴ 沖縄らしい個性を持った人づくりの推進

ア 地域を大切にし、誇りに思う健全な青少年の育成

イ 家庭・地域の教育機能の充実

⑵ 公平な教育機会の享受に向けた環境整備
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ア 教育機会の拡充

イ 生涯学習社会の実現

⑶ 自ら学ぶ意欲を育む教育の充実

ア 確かな学力を身につける教育の推進

イ 豊かな心とたくましい体を育む教育の推進

ウ 時代に対応する魅力ある学校づくりの推進

⑷ 国際性と多様な能力を涵養する教育システムの構築

ア 国際社会、情報社会に対応した教育の推進

イ 能力を引き出し、感性を磨く人づくりの推進

ウ 優れた人材を育み地域の発展に寄与する高等教育の推進

⑸ 産業振興を担う人材の育成

ア リーディング産業を担う人材の育成

イ 地域産業を担う人材の育成

ウ 新産業の創出や産業のグローバル化を担う人材の育成

⑹ 地域社会を支える人材の育成

ア 県民生活を支える人材の育成

イ 地域づくりを担う人材の育成

○第５章 圏域別展開

１ 北部圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

ウ 生活圏の充実

(ｴ) 教育機会の確保等

４ 宮古圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

エ 生活圏の充実

(ｳ) 公平な教育機会の確保等

５ 八重山圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

ウ 生活圏の充実

(ｳ) 公平な教育機会の確保等
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⑶ 学術・人づくり部会の構成について

学術・人づくり部会の構成は次のとおりである。

◎前津 榮健 沖縄国際大学 理事長兼学長

○仲村 守和 一般社団法人沖縄県高等学校定時制通信制

教育振興会 顧問

大城 りえ 沖縄キリスト教短期大学 教授

翁長 有希 一般社団法人沖縄キャリア教育支援企業ネット

ワーク 理事

嘉納 英明 名桜大学 教授

喜屋武 裕江 一般社団法人グッジョブおきなわプロジェクト

代表理事

金城 伊智子 沖縄工業高等専門学校情報通信システム工学科

准教授

呉屋 良昭 一般社団法法人沖縄県専修学校各種学校協会 会長

島袋 恒男 琉球大学 名誉教授

宮城 潤 那覇市若狭公民館 館長

特定非営利活動法人地域サポートわかさ理事兼

事務局長

※◎は部会長、〇は副部会長を示す。

⑷ 学術・人づくり部会の開催実績について

学術・人づくり部会の開催実績は次のとおりである。

〇第１回学術・人づくり部会

日時：令和元年７月30日（火）15:30～17:00

場所：八汐荘 ４階中会議室

議題：

１ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書

（素案）について

２ 部会の運営方法等について

３ 第２回部会調査審議箇所について

〇第２回学術・人づくり部会

日時：令和元年８月23日（金）14:00～16:40

場所：県庁13階 第１、２会議室

議事：

１ 第１回部会における確認事項について

２ 調査審議（議題：学校教育等（幼・小・中・高））
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３ 第３回部会調査審議箇所について

〇第３回学術・人づくり部会

日時：令和元年９月17日（火）13:55～16:10

場所：八汐荘 １階屋良ホール

議事：

１ 第２回部会における確認事項について

２ 調査審議（議題：私学振興、高等教育、産業人材等）

３ 第４回部会調査審議箇所について

〇第４回学術・人づくり部会

日時：令和元年10月31日（木）09:30～11:20

場所：県庁５階 第１、２会議室

議事：

１ 第３回部会における確認事項について

２ 調査審議（議題：生涯学習、文化財等）

３ 他部会からの申し送り事項について

４ 第５回部会について

〇第５回学術・人づくり部会

日時：令和元年11月19日（火）14:00～16:00

場所：県庁６階第２特別会議室

議題：

１ 第４回部会における確認事項について

２ 他部会からの申し送り事項について

３ 調査審議結果報告書（案）について

報告事項：

１ SDGsと沖縄２１世紀ビジョン基本計画の関係

３ 学術・人づくり部会における調査審議結果

⑴ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）

に対する修正意見について

沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）

に対する修正意見については、別紙１（沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖

縄振興計画）等総点検報告書（素案）に対する修正意見審議結果一覧（学

術・人づくり部会））のとおりである。
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⑵ 重要性を増した課題及び新たに生じた課題について

学術・人づくり部会における調査審議の過程において、重要性を増した

課題及び新たに生じた課題として特定すべき事項について、別紙２（重要

性を増した課題及び新たに生じた課題の一覧（学術・人づくり部会））の

とおりとりまとめた。

⑶ 自由意見について

学術・人づくり部会における調査審議の過程において、⑴及び⑵以外の

意見について、別紙３（自由意見の一覧（学術・人づくり部会））のとお

りとりまとめた。
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7
2

4
5

1
3

平
成

2
9
年

の
3
9
3
万

２
千

人
と

、
７

年
間

で
6
5
万

５
千

人
増

加
し

て
い

る
。

平
成

3
0
年

の
4
0
1
万

9
千

人
と

8
年

間
で

7
4
万

2
千

人
増

加
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
2

4
5

1
6

ー

【
表

2
-
2
-
1
-
2
-
2
】
を

最
新

値
に

更
新

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
2

5
0

2
0

は
向

上
す

る
。

ー

横
ば

い
状

態
で

あ
り

、
今

後
と

も
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
第

２
章

に
お

い
て

は
、

２
つ

の
基

軸
に

係
る

（
現

状
）
と

（
課

題
）
を

そ
れ

ぞ
れ

整
理

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
今

後
必

要
な

取
組

に
つ

い
て

は
、

（
課

題
）
に

お
い

て
具

体
的

な
記

載
を

し
て

い
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

1
0

2
9
5

3
2

図
表

2
－

2
－

1
－

5
－

1
2
よ

り
下

段
へ

追
記

３
２

行
に

以
下

の
文

章
を

追
記

す
る

。
・
・
お

り
、

一
部

の
市

町
村

で
は

廃
校

、
統

廃
合

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。

離
島

に
お

け
る

少
子

化
の

現
状

を
明

示
す

べ
き

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1

2
9
6

1
6

高
校

の
な

い
離

島
出

身
者

が
進

学
す

る
際

の
寄

宿
舎

と
し

て
、

平
成

2
8

年
1
月

に
離

島
児

童
生

徒
支

援
セ

ン
タ

ー
ー

児
童

支
援

セ
ン

タ
ー

よ
り

も
離

島
学

生
支

援
セ

ン
タ

ー
が

適
切

【
原

文
の

と
お

り
】

本
施

設
は

、
「
沖

縄
県

立
離

島
児

童
生

徒
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

及
び

管
理

に
関

す
る

条
例

」
に

よ
り

正
式

な
名

称
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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1
2

2
9
9

9
引

き
続

き
複

式
学

級
の

課
題

解
消

に
向

け
た

取
組

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

ー

・
昨

今
の

教
育

課
程

の
改

訂
の

中
で

、
「
公

正
に

個
別

最
適

化
さ

れ
た

学
び

」
を

実
現

す
る

た
め

の
学

習
機

会
や

場
の

提
供

を
促

進
す

る
動

き
が

あ
り

、
次

代
を

リ
ー

ド
す

る
人

材
の

育
成

に
は

こ
れ

ら
の

動
き

は
不

可
欠

。

特
に

、
離

島
地

域
で

は
、

教
育

現
場

の
課

題
解

決
の

た
め

だ
け

で
は

な
く
、

将
来

Io
t活

用
の

力
が

離
島

振
興

を
助

け
る

も
の

と
な

る
で

あ
ろ

う
と

い
う
視

点
か

ら
も

、
離

島
学

校
に

お
け

る
子

ど
も

達
へ

の
教

育
の

デ
ジ

タ
ル

化
は

よ
り

価
値

が
高

い
。

・
ま

た
、

個
別

最
適

化
に

対
応

し
た

デ
ジ

タ
ル

ツ
ー

ル
活

用
は

、
併

記
さ

れ
て

い
る

複
式

学
級

の
課

題
解

決
に

も
つ

な
が

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

  
「
学

び
の

個
別

最
適

化
に

対
応

し
た

デ
ジ

タ
ル

教
材

等
」
に

つ
い

て
は

、
新

学
習

指
導

要
領

に
沿

っ
た

各
学

校
の

実
践

を
分

析
し

な
が

ら
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

、
そ

の
際

は
、

離
島

を
含

め
全

県
的

な
視

野
か

ら
研

究
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
現

時
点

で
は

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

【
参

照
】

①
文

部
科

学
省

『
今

後
の

教
育

課
程

の
改

善
に

つ
い

て
』

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
e
xt

.g
o
.jp

/
b
_m

e
n
u

/
sh

in
gi

/
c
h
u
ky

o
/
c
h
u
ky

o
3
/
0
0
4
/

si
ry

o
/
__

ic
sF

ile
s/

af
ie

ld
fi
le

/
2
0
1
9

/
0
1
/
2
3
/
1
4
1
2
8
9
2
_4

.p
d
f

②
経

済
産

業
省

『
未

来
の

教
室

』
と

E
d
T
e
c
h
研

究
会

提
言

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.m
e
ti
.g

o
.jp

/
re

p
o
rt

/
w

h
it
e
p
ap

e
r/

d
at

a/
p
d
f/

2
0
1
8
0
6
2
8

0
0
1
_1

.p
d
f

1
3

2
9
9

1
1

　
ま

た
、

情
報

通
信

技
術

を
活

用
し

た
教

育
を

支
援

す
る

た
め

ー

 全
章

に
て

情
報

通
信

技
術

IC
T
と

位
置

付
け

た
方

が
良

い
【
原

文
の

と
お

り
】

新
た

な
計

画
の

検
討

過
程

に
お

い
て

、
改

め
て

表
現

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
こ

と
と

し
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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1
4

2
1
3
9

3
5

高
校

生
を

中
心

に
、

海
外

留
学

や
交

流
派

遣
を

行
っ

て
お

り
、

平
成

2
9
年

度
ま

で
に

累
計

4
,0

1
5
人

が
留

学
・
派

遣
さ

れ
て

お
り

、
国

際
社

会
に

対
応

で
き

る
人

材
が

育
成

さ
れ

て
い

る
。

高
校

生
を

中
心

に
、

海
外

留
学

や
交

流
派

遣
を

行
い

、
昭

和
5
7
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
に

累
計

4
,0

1
5
人

が
留

学
・
派

遣
さ

れ
て

お
り

、
国

際
社

会
に

対
応

で
き

る
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
が

図
ら

れ
て

い
る

。

国
際

交
流

は
既

に
充

分
達

成
さ

れ
て

お
り

、
次

な
る

若
者

の
リ
ー

ダ
ー

育
成

が
求

め
ら

れ
る

た
め

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5

2
1
3
9

3
6

り
、

平
成

2
9
年

度
ま

で
に

累
計

4
0
1
5

人
が

・
・
・
・

高
校

生
を

中
心

に
、

海
外

留
学

や
交

流
派

遣
を

行
い

、
昭

和
5
7
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
に

累
計

4
,0

1
5
人

が
留

学
・
派

遣
さ

れ
て

お
り

、
国

際
社

会
に

対
応

で
き

る
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
が

図
ら

れ
て

い
る

。

事
業

開
始

年
度

を
明

記
し

た
ほ

う
が

よ
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6

2
1
4
0

4
1

平
成

２
年

度
か

ら
、

高
校

生
の

海
外

留
学

派
遣

が
開

始
さ

れ
、

米
国

、
欧

州
、

ア
ジ

ア
諸

国
等

へ
平

成
2
9
年

度
ま

で
に

7
8
6
人

を
派

遣
し

て
い

る
。

平
成

２
年

度
か

ら
、

高
校

生
の

海
外

留
学

派
遣

が
開

始
さ

れ
、

米
国

、
欧

州
、

ア
ジ

ア
諸

国
等

へ
平

成
3
0
年

度
ま

で
に

8
7
1
人

を
派

遣
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
7

2
1
4
1

3
海

外
留

学
、

交
流

派
遣

数
は

、
平

成
2
9
年

度
で

累
計

4
,0

1
5
人

と
な

り
、

諸
外

国
と

の
国

際
交

流
や

国
際

理
解

教
育

が
図

ら
れ

て
い

る
。

海
外

留
学

、
交

流
派

遣
数

は
、

平
成

3
0
年

度
で

累
計

4
,3

1
5
人

な
り

、
諸

外
国

と
の

国
際

交
流

や
国

際
理

解
教

育
が

図
ら

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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1
8

2
2
5
4

8
・
・
・
・
指

導
方

法
の

改
善

や
教

職
員

の
資

質
向

上
に

取
り

組
ん

で
き

た
・
・
・

・
・
・
・
・
指

導
方

法
の

改
善

 や
等

、
教

職
員

の
資

質
向

上
に

・
・
・

教
職

員
の

資
質

の
中

に
指

導
方

法
は

含
ま

れ
る

と
思

わ
れ

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
9

2
2
5
4

1
8

「
人

材
こ

そ
が

最
大

の
資

源
」
で

あ
り

、
若

い
世

代
の

育
成

が
今

後
の

本
県

の
推

進
力

と
な

る
と

の
考

え
方

の
も

と
、

県
民

各
界

階
層

の
意

見
を

取
り

入
れ

な
が

ら
、

幼
児

・
学

校
教

育
か

ら
産

業
人

材
、

生
涯

教
育

に
至

る
ま

で
様

々
な

施
策

等
を

推
進

し
て

き
た

。

ー

　
人

材
育

成
と

は
、

疑
問

を
呈

す
る

事
案

と
思

わ
れ

る
。

職
業

選
択

の
機

会
を

教
育

上
の

観
点

か
ら

見
る

必
要

が
あ

り
、

職
業

意
識

に
見

合
っ

た
進

学
の

為
の

進
学

が
重

要
で

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

進
学

率
の

み
に

評
価

が
偏

る
傾

向
に

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

人
材

育
成

の
導

入
部

分
で

ま
と

め
て

記
載

し
て

い
る

た
め

、
原

文
と

お
り

と
す

る
。

＜
参

考
＞

沖
縄

２
１

世
紀

ビ
ジ

ョ
ン

に
お

い
て

、
「
私

た
ち

は
、

島
し

ょ
県

　
沖

縄
に

お
い

て
「
人

材
こ

そ
が

最
大

の
資

源
」
と

の
考

え
を

共
有

し
て

い
る

。
」
と

記
載

（
P

2
1
）
。

2
0

2
2
5
4

1
9

・
・
・
取

り
入

れ
な

が
ら

、
幼

児
・
学

校
教

育
か

ら
・
・

・
・
・
取

り
入

れ
な

が
ら

 幼
児

就
学

前
教

育
か

ら
産

業
人

材
、

生
涯

教
育

あ
ま

り
聞

い
た

こ
と

が
な

い
の

で
、

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
1

2
2
5
4

1
9

・
・
・
、

県
民

各
界

各
層

の
意

見
を

取
り

入
れ

な
が

ら
・
・
・

ー

各
界

各
層

と
い

う
言

葉
は

行
政

資
料

で
通

常
使

用
さ

れ
て

る
の

で
し

ょ
う
か

。
【
原

文
の

と
お

り
】

幅
広

く
県

民
と

い
う
意

味
で

一
般

的
に

行
政

的
に

使
用

し
て

い
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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2
2

2
2
5
4

2
3

　
産

業
人

材
に

つ
い

て
は

、
情

報
・
観

光
の

核
と

な
る

人
材

の
育

成
、

経
営

・
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

に
優

れ
た

人
材

や
青

年
農

業
者

の
育

成
な

ど
様

々
な

分
野

に
お

い
て

人
材

育
成

が
な

さ
れ

、
幅

広
い

分
野

で
活

躍
し

て
い

る
。

　
産

業
人

材
育

成
に

つ
い

て
、

情
報

・
観

光
の

核
と

な
る

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
の

た
め

、
O

J
T
に

よ
る

職
業

人
材

育
成

を
推

進
す

る
。

　
農

水
産

業
人

材
育

成
の

た
め

、
段

階
的

に
H

A
C

C
P

を
取

り
入

れ
る

た
め

の
講

習
会

を
開

催
し

、
輸

出
に

も
力

を
注

ぐ
。

　
成

果
報

告
内

容
が

抽
象

的
で

あ
り

、
産

業
人

材
不

足
に

は
育

成
事

業
を

な
お

ざ
り

に
し

て
き

た
結

果
で

あ
り

処
遇

改
善

に
向

け
た

取
組

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
　

産
業

人
材

不
足

に
対

応
す

る
必

要
が

急
務

で
あ

り
、

特
に

IT
・
観

光
従

事
者

の
育

成
が

求
め

ら
れ

て
い

る
だ

け
で

な
く
資

質
向

上
の

為
に

接
遇

と
語

学
力

な
ど

を
学

ぶ
機

会
を

恒
常

的
に

設
け

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
従

事
者

の
待

遇
面

の
改

善
が

図
れ

な
い

限
り

、
本

県
の

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

の
人

材
育

成
の

重
要

な
課

題
と

言
え

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

通
訳

案
内

士
の

育
成

、
観

光
関

連
企

業
等

が
実

施
す

る
ス

キ
ル

ア
ッ
プ

や
語

学
当

の
研

修
に

対
す

る
講

師
紹

介
や

費
用

助
成

等
に

つ
い

て
現

状
や

成
果

に
つ

い
て

記
述

（
P

2
8
1
（
8
～

1
6
行

）
、

P
2
8
2
（
2
6

～
2
8
行

）
、

P
4
5
5
（
1
8
～

3
9
行

）
、

P
4
5
6
（
2
5
～

2
8

行
）
等

）
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

2
3

2
2
5
4

2
3

　
産

業
人

材
に

つ
い

て
は

、
情

報
・
観

光
の

核
と

な
る

人
材

の
育

成
、

経
営

・
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

に
優

れ
た

人
材

や
青

年
農

業
者

の
育

成
な

ど
様

々
な

分
野

に
お

い
て

人
材

育
成

が
な

さ
れ

、
幅

広
い

分
野

で
活

躍
し

て
い

る
。

　
産

業
人

材
育

成
に

つ
い

て
、

情
報

・
観

光
の

核
と

な
る

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
の

た
め

、
O

J
T
に

よ
る

職
業

人
材

育
成

を
推

進
す

る
。

　
農

水
産

業
人

材
育

成
の

た
め

、
段

階
的

に
H

A
C

C
P

を
取

り
入

れ
る

た
め

の
講

習
会

を
開

催
し

、
輸

出
に

も
力

を
注

ぐ
。

　
成

果
報

告
内

容
が

抽
象

的
で

あ
り

、
産

業
人

材
不

足
に

は
育

成
事

業
を

な
お

ざ
り

に
し

て
き

た
結

果
で

あ
り

処
遇

改
善

に
向

け
た

取
組

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
　

産
業

人
材

不
足

に
対

応
す

る
必

要
が

急
務

で
あ

り
、

特
に

IT
・
観

光
従

事
者

の
育

成
が

求
め

ら
れ

て
い

る
だ

け
で

な
く
資

質
向

上
の

為
に

接
遇

と
語

学
力

な
ど

を
学

ぶ
機

会
を

恒
常

的
に

設
け

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
従

事
者

の
待

遇
面

の
改

善
が

図
れ

な
い

限
り

、
本

県
の

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

の
人

材
育

成
の

重
要

な
課

題
と

言
え

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

H
A

C
C

P
は

、
民

間
事

業
者

の
施

設
（
食

肉
等

加
工

施
設

な
ど

）
が

認
定

を
受

け
る

た
め

、
対

象
者

は
民

間
事

業
者

の
従

業
員

向
け

と
な

り
、

農
家

・
漁

業
者

本
人

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
な

お
、

H
A

C
C

P
関

係
は

、
（
P

1
9
4
）
で

以
下

記
載

し
て

い
る

た
め

、
左

記
に

係
る

記
載

は
、

｢青
年

農
業

者
・
就

業
者

の
育

成
｣の

み
で

記
載

。
※

具
体

的
な

内
容

は
p
2
8
2
に

て
記

載
し

て
い

る
。

2
4

2
2
5
4

2
6

本
県

で
は

～
人

材
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
る

。

ー

経
済

的
弱

者
な

ど
の

幼
少

期
か

ら
の

支
援

が
必

要
で

あ
り

、
生

活
環

境
に

左
右

さ
れ

な
い

義
務

教
育

と
高

等
教

育
機

関
連

携
が

求
め

ら
れ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

２
１

世
紀

ビ
ジ

ョ
ン

実
施

計
画

の
基

本
施

策
の

目
的

か
ら

の
転

記
で

あ
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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2
5

2
2
5
4

2
6

本
県

で
は

、
必

要
な

基
本

的
習

慣
、

本
県

で
は

、
必

要
な

基
本

的
生

活
習

慣
誤

字
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
6

2
2
5
4

2
9

ま
た

、
社

会
の

変
化

に
柔

軟
に

対
応

で
き

る
資

質
や

能
力

を
身

に
付

け
た

人
材

を
育

成
す

る
と

と
も

に
、

国
際

性
と

多
様

な
能

力
を

も
っ

た
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

る
。

　
ま

た
、

社
会

の
変

化
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

資
質

や
能

力
を

身
に

付
け

た
人

材
 を

育
成

す
る

と
と

も
に

、
及

び
国

際
性

と
多

様
な

能
力

を
も

っ
た

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
る

。

表
現

訂
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
7

2
2
5
4

3
0

も
に

、
国

際
性

と
多

様
な

能
力

を
・
・
・

も
に

、
創

造
性

・
国

際
性

 と
に

富
む

多
様

な
能

力
・
・
・

本
件

の
教

育
目

標
は

「
創

造
性

・
国

際
性

に
富

む
人

材
の

育
成

」
な

の
で

創
造

性
を

入
れ

た
方

が
よ

い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
8

2
2
5
5

2
4

義
務

教
育

の
・
・
・
「
学

力
向

上
」
を

重
点

課
題

に
掲

げ
義

務
教

育
の

・
・
・
「
学

力
向

上
対

策
」
を

最
重

要
課

題
に

行
政

と
し

て
は

対
策

を
最

重
要

と
と

ら
え

た
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
9

2
2
5
5

2
6

本
県

教
育

委
員

会
は

、
昭

和
5
0
年

に
「
沖

縄
県

学
習

対
策

研
究

委
員

会
」
、

昭
和

6
1
年

に
は

「
沖

縄
県

学
力

向
上

対
策

委
員

会
」
を

設
置

し
、

基
礎

学
力

向
上

を
図

る
た

め
、

学
校

、
家

庭
・
地

域
社

会
の

連
携

と
そ

れ
ぞ

れ
の

教
育

力
を

高
め

る
方

策
を

検
討

し
た

。

（
2
5
5
頁

3
7
行

~）
「
・
・
・
な

ど
の

学
力

向
上

施
策

を
推

進
し

た
。

  
ま

た
、

平
成

2
6
年

度
か

ら
、

児
童

生
徒

の
基

本
的

生
活

習
慣

の
確

立
や

規
範

意
識

の
向

上
等

を
目

的
と

し
た

家
庭

教
育

力
促

進
「
や

ー
な

れ
ー

」
事

業
に

お
い

て
、

「
家

庭
で

の
し

つ
け

」
「
生

活
習

慣
の

形
成

」
を

「
学

習
を

支
え

る
力

」
と

捉
え

、
学

校
、

家
庭

、
地

域
が

連
携

し
、

子
ど

も
た

ち
の

知
・
徳

・
体

の
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
「
生

き
る

力
」

の
育

成
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

学
校

教
育

と
か

か
わ

っ
て

、
多

額
な

予
算

を
か

け
て

家
庭

教
育

支
援

を
展

開
し

て
お

り
、

学
校

の
教

育
を

支
え

る
た

め
の

家
庭

と
の

連
携

、
地

域
連

携
等

記
載

し
た

方
が

良
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
文

章
を

追
記

す
る

。
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3
0

2
2
5
5

2
6

「
沖

縄
県

学
力

向
上

対
策

委
員

会
」
・
・
・
・
家

庭
・

「
沖

縄
県

学
力

向
上

対
策

委
員

会
」
・
・
・
・
家

庭
 ・
、

地
域

家
庭

と
地

域
社

会
は

読
点

で
分

け
る

べ
き

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
1

2
2
5
5

2
7

地
域

社
会

の
連

携
と

そ
れ

ぞ
れ

の
教

育
力

を
高

め
る

方
策

を
検

討
し

た
・
・
・
方

策
 を

検
討

し
た

。
に

関
す

る
答

申
を

踏
ま

え
、

学
力

向
上

対
策

に
取

り
組

ん
だ

。

検
討

し
答

申
が

出
さ

れ
、

事
実

上
の

取
り

組
み

が
ス

タ
ー

ト
し

て
い

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
2

2
2
5
6

3
3

さ
ら

に
各

特
別

支
援

学
校

は
、

地
域

に
お

い
て

特
別

支
援

教
育

の
セ

ン
タ

ー
的

機
能

を
発

揮
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

小
中

高
等

学
校

等
か

ら
の

要
請

に
応

じ
相

談
や

児
童

生
徒

等
の

支
援

を
行

っ
て

い
る

。

2
5
6
頁

3
4
行

～
小

中
高

等
学

校
等

か
ら

の
要

請
に

応
じ

、
 相

談
や

児
童

生
徒

の
支

援
教

員
が

障
害

へ
の

理
解

を
深

め
、

適
切

な
指

導
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

福
祉

・
医

療
・
労

働
な

ど
の

関
係

機
関

と
の

連
携

が
図

れ
る

よ
う
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

る
。

特
別

支
援

教
育

の
セ

ン
タ

ー
的

機
能

を
具

体
的

に
掘

り
下

げ
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

追
記

修
正

す
る

。

3
3

2
2
5
9

1
7

　
私

立
学

校
の

健
全

な
発

展
及

び
教

育
条

件
の

維
持

向
上

に
資

す
る

た
め

、
私

立
学

校
運

営
費

へ
の

補
助

や
施

設
・
設

備
、

私
立

学
校

教
職

員
の

福
利

厚
生

の
充

実
等

に
向

け
た

取
組

を
行

っ
た

。

私
立

の
幼

稚
園

、
小

学
校

、
中

学
校

及
び

高
等

学
校

の
健

全
な

発
展

並
び

に
教

育
条

件
の

維
持

向
上

に
資

す
る

た
め

、
運

営
費

へ
の

補
助

や
施

設
・

設
備

、
教

職
員

の
福

利
厚

生
の

充
実

等
に

向
け

取
組

を
行

っ
た

。
専

修
学

校
に

つ
い

て
は

、
私

立
専

修
学

校
職

業
教

育
等

振
興

費
補

助
金

等
の

助
成

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

　
私

立
学

校
の

果
た

す
役

割
の

重
要

性
に

よ
る

補
助

金
の

対
象

が
一

律
に

私
立

学
校

の
括

り
に

専
修

学
校

が
含

ま
れ

て
い

る
と

想
像

で
き

る
表

現
で

有
り

誤
解

を
招

く
。

　
私

立
学

校
の

社
会

的
役

割
を

広
く
社

会
に

公
表

す
べ

き
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
4

2
2
5
9

2
4

学
校

教
育

環
境

に
関

す
る

県
民

意
識

調
査

に
お

け
る

県
民

満
足

度
は

向
上

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
に

取
り

組
ん

で
い

る
が

・
・
横

ば
い

と
な

っ
て

い
る

。
調

査
結

果
（
図

）
を

見
る

と
、

平
成

2
7

年
に

比
べ

、
平

成
3
0
年

は
低

下
し

て
い

る
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー15ー
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紙
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議
　

結
　

果

3
5

2
2
5
9

2
7

〈
県

民
意

識
調

査
〉
質

問
項

目
：
社

会
に

出
る

上
で

必
要

な
資

質
を

身
に

つ
け

ら
れ

る
教

育
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｈ
2
4
　

1
8
.7

〈
県

民
意

識
調

査
〉
質

問
項

目
：
社

会
に

出
る

上
で

必
要

な
資

質
を

身
に

つ
け

ら
れ

る
教

育
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｈ
2
4
　

1
8
.6

誤
謬

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
6

2
2
6
0

1
0

の
－

1
0
.8

か
ら

・
・
・
・
・
改

善
し

て
い

る
の

－
1
0
.8

か
ら

・
・
・
・
改

善
し

て
い

る
が

、
い

ま
だ

全
国

平
均

に
達

し
て

い
な

い
。

中
学

校
も

全
国

水
準

と
い

う
言

葉
を

入
れ

た
方

が
よ

い
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
7

2
2
6
2

3
6

・
・
・
県

外
国

公
立

大
学

等
へ

の
進

学
の

推
進

に
取

り
組

む
な

ど
、

・
・
・

・
・
・
県

外
大

学
等

へ
の

進
学

の
推

進
に

取
り

組
む

な
ど

、
・
・
・

「
国

公
立

大
学

」
と

い
う
表

現
の

部
分

は
、

国
立

・
私

立
大

学
と

い
う
表

現
に

修
正

し
た

ほ
う
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
8

2
2
6
3

2
9

平
成

2
9
年

5
月

1
日

現
在

に
お

け
る

校
舎

の
基

準
面

積
に

対
す

る
整

備
状

況
は

、
小

学
校

で
9
0
.8

%
、

中
学

校
で

9
1
.5

%
、

高
等

学
校

で
7
5
.3

%
、

特
別

支
援

学
校

で
5
9
.4

%
と

な
り

、
全

国
と

同
程

度
と

な
っ

て
い

る
。

平
成

3
0
年

5
月

1
日

現
在

に
お

け
る

校
舎

の
基

準
面

積
に

対
す

る
整

備
状

況
は

、
小

学
校

で
8
9
.7

%
、

中
学

校
で

9
1
.4

%
、

高
等

学
校

で
7
4
.5

%
、

特
別

支
援

学
校

で
5
9
.4

%
と

な
り

、
全

国
と

同
程

度
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
9

2
2
6
3

2
9

ー

【
図

表
2
-
2
-
3
-
1
-
1
0
】
を

最
新

値
に

更
新

Ｈ
3
0
  

  
沖

縄
8
9
.7

%
 全

国
9
3
.4

%

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
0

2
2
6
3

3
0

ー

【
図

表
2
-
2
-
3
-
1
-
1
1
】
を

最
新

値
に

更
新

Ｈ
3
0
  

  
沖

縄
9
1
.4

%
 全

国
9
6
.3

%

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
1

2
2
6
3

3
0

ー

【
図

表
2
-
2
-
3
-
1
-
1
2
】
を

最
新

値
に

更
新

Ｈ
3
0
  

  
沖

縄
7
4
.5

%
 全

国
7
4
.9

%

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
2

2
2
6
3

3
0

ー

【
図

表
2
-
2
-
3
-
1
-
1
3
】
を

最
新

値
に

更
新

Ｈ
3
0
  

  
沖

縄
5
9
.4

%
 全

国
6
2
.1

%

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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4
3

2
2
6
6

1
9

幼
児

連
携

型
認

定
こ

ど
も

園
幼

 児
保

連
携

型
認

定
こ

ど
も

園
誤

謬
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
4

2
2
6
6

2
0

保
育

所
保

育
指

針
の

改
定

（
案

）
保

育
所

保
育

指
針

の
改

定
 （
案

）
す

で
に

、
施

行
さ

れ
て

い
る

た
め

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
5

2
2
6
6

2
6

い
ま

だ
全

国
水

準
に

達
し

て
い

な
い

。
い

ま
だ

全
国

平
均

に
達

し
て

い
な

い
。

表
現

訂
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
6

2
2
6
6

2
7

全
国

水
準

に
達

し
て

い
な

い
要

因
と

し
て

は
、

学
習

内
容

が
抽

象
的

、
概

念
的

な
部

分
が

多
く
 難

し
く
な

る
こ

と
や

、
教

科
担

任
制

と
な

る
た

め
学

校
全

体
で

授
業

改
善

に
取

り
組

む
こ

と
が

難
し

く
な

る
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

他
教

科
と

連
動

し
た

校
内

研
修

を
活

性
化

す
る

な
ど

、
引

き
続

き
授

業
改

善
に

よ
る

学
力

向
上

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

（
2
6
6
頁

2
7
行

~3
0
行

削
除

し
以

下
に

差
し

替
え

）
　

中
学

校
で

は
学

習
内

容
が

抽
象

的
、

概
念

的
な

内
容

が
多

く
な

り
難

易
度

が
上

が
る

こ
と

か
ら

、
学

校
組

織
全

体
で

「
主

体
的

で
対

話
的

な
深

い
学

び
」
を

実
現

す
る

授
業

改
善

に
取

り
組

む
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

　
本

県
中

学
校

の
学

力
が

伸
び

悩
ん

で
い

る
主

な
要

因
と

し
て

は
、

学
校

組
織

全
体

で
の

授
業

改
善

が
十

分
で

な
い

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
　

今
後

さ
ら

に
、

他
教

科
と

連
動

し
た

校
内

研
修

の
活

性
化

や
授

業
改

善
な

ど
、

全
校

体
制

に
よ

る
学

力
向

上
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

中
学

校
の

学
力

が
伸

び
悩

ん
で

い
る

原
因

を
分

析
し

、
追

記
し

て
ほ

し
い

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

追
記

修
正

す
る

。

4
7

2
2
6
7

1
0

「
・
・
・
県

内
の

み
な

ら
ず

県
外

国
公

立
大

学
等

へ
の

進
学

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
・
・
県

内
の

み
な

ら
ず

県
外

大
学

等
へ

の
進

学
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

「
国

公
立

大
学

」
と

い
う
表

現
の

部
分

は
、

国
立

・
私

立
大

学
と

い
う
表

現
に

修
正

し
た

ほ
う
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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4
8

2
2
6
7

2
7

　
私

学
教

育
に

つ
い

て
、

多
様

化
す

る
教

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
魅

力
あ

る
私

立
学

校
づ

く
り

を
行

う
に

は
、

特
色

あ
る

取
り

組
み

を
行

う
私

立
学

校
へ

の
経

営
安

定
な

ど
の

支
援

を
行

う
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

私
立

学
校

の
特

性
と

役
割

を
踏

ま
え

、
そ

の
自

主
性

を
尊

重
し

な
が

ら
、

私
学

助
成

等
を

通
じ

、
振

興
を

促
進

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

ー

　
本

県
に

は
既

に
他

国
籍

の
親

を
持

つ
生

徒
が

多
く
見

ら
れ

、
国

際
感

覚
を

身
に

付
け

た
生

徒
が

在
籍

し
て

い
ま

す
。

本
県

が
奨

め
る

グ
ロ

ー
バ

ル
リ
ー

ダ
ー

と
成

り
う
る

生
徒

は
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

ス
ク

ー
ル

に
通

う
生

徒
も

多
く
、

私
立

学
校

に
通

う
経

済
的

負
担

は
公

立
と

は
格

段
に

異
な

る
た

め
、

交
通

費
補

助
な

ど
の

助
成

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
修

正
文

案
中

、
「
他

国
籍

の
親

を
持

つ
生

徒
の

受
け

入
れ

」
に

つ
い

て
は

、
「
多

様
化

す
る

教
育

ニ
ー

ズ
」
と

い
う
文

言
に

包
含

さ
れ

て
い

る
こ

と
、

専
修

学
校

へ
の

助
成

に
つ

い
て

は
、

6
4
9
頁

3
1
行

か
ら

3
5
行

で
記

載
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

4
9

2
2
6
8

3
0

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

国
際

性
や

多
様

な
能

力
を

涵
養

す
る

教
育

環
境

に
関

す
る

県
民

意
識

調
査

に
お

け
る

県
民

満
足

度
は

向
上

し
て

い
る

。
＜

県
民

意
識

調
査

＞
質

問
項

目
：
外

国
語

教
育

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
個

々
の

優
れ

た
能

力
や

感
性

を
育

む
教

育
環

境
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

国
際

性
を

涵
養

す
る

教
育

環
境

に
関

す
る

県
民

意
識

調
査

に
お

け
る

県
民

満
足

度
は

向
上

し
て

い
る

が
、

多
様

な
能

力
を

涵
養

す
る

教
育

環
境

に
関

す
る

県
民

意
識

調
査

に
お

け
る

県
民

満
足

度
は

横
ば

い
で

推
移

し
て

い
る

。

ー

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
0

2
2
6
9

1
6

平
成

２
年

度
か

ら
、

高
校

生
の

海
外

留
学

派
遣

が
開

始
さ

れ
、

米
国

、
欧

州
、

ア
ジ

ア
諸

国
等

へ
平

成
2
9
年

度
ま

で
に

7
8
6
人

を
派

遣
し

て
い

る
。

平
成

２
年

度
か

ら
、

高
校

生
の

海
外

留
学

派
遣

が
開

始
さ

れ
、

米
国

、
欧

州
、

ア
ジ

ア
諸

国
等

へ
平

成
3
0
年

度
ま

で
に

8
7
1
人

を
派

遣
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
1

2
2
6
9

2
0

海
外

留
学

、
交

流
派

遣
数

は
、

平
成

2
9
年

度
で

累
計

4
,0

1
5
人

と
な

り
、

海
外

留
学

、
交

流
派

遣
数

は
、

平
成

3
0
年

度
で

累
計

4
,3

1
5
人

と
な

り
、

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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5
2

2
2
7
0

5

ー

【
図

表
2
-
2
-
3
-
1
-
1
9
】
を

最
新

値
に

更
新

中
学

３
年

卒
業

時
の

英
検

３
級

以
上

相
当

（
沖

縄
）
3
7
.4

％
中

学
３

年
卒

業
時

の
英

検
３

級
以

上
相

当
（
全

国
）
4
2
.6

％
高

校
３

年
卒

業
時

の
英

検
準

２
級

以
上

相
当

（
沖

縄
）
4
6
.3

％
高

校
３

年
卒

業
時

の
英

検
準

２
級

以
上

相
当

（
全

国
）
4
0
.2

％

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
3

2
2
7
1

4

ー

【
図

表
2
-
2
-
3
-
1
-
2
0
】
を

最
新

値
に

更
新

　
3
0
年

度
：
沖

縄
 8

1
.4

%
　

全
国

 7
6
.7

%

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
4

2
2
7
2

1
1

小
中

高
校

に
お

け
る

情
報

教
育

を
一

層
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
小

中
高

校
及

び
特

別
支

援
学

校
に

お
け

る
～

学
習

指
導

要
領

で
は

、
特

別
支

援
学

校
も

情
報

教
育

に
つ

い
て

、
記

載
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
5

2
2
7
3

3
1

を
生

か
し

た
特

色
あ

る
大

学
づ

く
り

を
進

め
て

い
る

。
を

生
か

し
た

特
色

あ
る

大
学

づ
く
り

を
進

め
、

本
県

の
高

等
教

育
の

充
実

、
人

材
育

成
を

通
じ

た
地

域
振

興
に

寄
与

し
て

い
る

。

私
立

大
学

へ
の

評
価

も
入

れ
た

ほ
う

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
6

2
2
7
3

4
0

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

高
等

教
育

環
境

に
関

す
る

県
民

意
識

調
査

に
お

け
る

県
民

満
足

度
は

向
上

し
て

い
る

。
＜

県
民

意
識

調
査

＞
質

問
項

目
：
個

々
の

優
れ

た
能

力
や

感
性

を
育

む
教

育
環

境
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
を

行
っ

て
い

る
が

、
個

々
の

優
れ

た
能

力
や

感
性

を
を

育
む

教
育

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
に

関
す

る
県

民
意

識
調

査
に

お
け

る
県

民
満

足
度

は
ほ

ぼ
横

ば
い

と
な

っ
て

お
り

、
更

な
る

取
組

が
必

要
で

あ
る

。

　
当

該
質

問
項

目
は

、
教

育
全

般
に

関
す

る
内

容
で

あ
る

こ
と

、
取

組
の

成
果

に
つ

い
て

は
、

2
7
2
頁

2
9
行

に
お

い
て

、
「
・
・
・
施

設
・
整

備
の

拡
充

と
教

育
・
研

究
体

制
の

充
実

が
図

ら
れ

た
」

と
記

載
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
削

除
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー19ー



別
紙
１ 番 号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

5
7

2
2
7
7

1
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
社

会
教

育
・
生

涯
学

習
機

会
に

関
す

る
県

民
意

識
調

査
に

お
け

る
県

民
満

足
度

は
向

上
し

て
い

る
。

 ＜
県

民
意

識
調

査
＞

 質
問

項
目

：
子

ど
も

た
ち

の
健

全
育

成
が

図
ら

れ
る

教
育

環
境

が
つ

く
ら

れ
て

い
る

こ
と

: 
生

涯
を

通
し

て
学

習
す

る
機

会
が

得
ら

れ
て

い
る

こ
と

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

社
会

教
育

・
生

涯
学

習
機

会
に

関
す

る
県

民
意

識
調

査
に

お
け

る
県

民
満

足
度

は
や

や
向

上
し

て
い

る
。

ー

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
8

2
2
7
7

3
9

平
成

2
9
年

度
ま

で
に

市
町

村
立

図
書

館
3
8
館

（
2
6
市

町
村

）
が

設
置

さ
れ

、

平
成

3
0
年

度
ま

で
に

市
町

村
立

図
書

館
3
8
館

（
2
6
市

町
村

）
が

設
置

さ
れ

、

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
9

2
2
7
9

1
5

ー

【
図

表
2
-
2
-
3
-
1
-
2
7
】
を

最
新

値
に

更
新

  
3
0
年

度
　

9
6
9
,7

8
4
人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

6
0

2
2
7
9

3
6

平
成

2
9
年

度
の

修
了

者
数

は
、

1
6

万
7
,6

7
4
人

と
な

っ
て

お
り

、
平

成
1
1

年
度

の
２

万
5
,1

4
0
人

と
比

べ
る

と
約

6
.7

倍
に

増
加

し
て

い
る

。

平
成

3
0
年

度
の

修
了

者
数

は
、

1
6

万
6
,1

2
0
人

と
な

っ
て

お
り

、
平

成
1
1

年
度

の
２

万
5
,1

4
0
人

と
比

べ
る

と
約

6
.6

倍
に

増
加

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

6
1

2
2
7
9

3
8

ま
た

、
生

涯
学

習
情

報
提

供
シ

ス
テ

ム
へ

の
ア

ク
セ

ス
件

数
も

平
成

2
2
年

度
の

３
万

8
,6

9
5
件

か
ら

平
成

2
9
年

度
の

４
万

3
,9

7
9
件

と
増

加
し

て
い

る
。

ま
た

、
生

涯
学

習
情

報
提

供
シ

ス
テ

ム
へ

の
ア

ク
セ

ス
件

数
も

平
成

2
2
年

度
の

３
万

8
,6

9
5
件

か
ら

平
成

3
0
年

度
の

４
万

3
,4

6
3
件

と
増

加
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

6
2

2
2
8
0

1

ー

【
図

表
2
-
2
-
3
-
1
-
2
8
】
を

最
新

値
に

更
新

Ｈ
3
0
  

  
1
万

6
,1

2
0
人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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6
3

2
2
8
0

2
5

 社
会

教
育

活
動

は
、

多
様

な
体

験
活

動
に

参
加

し
た

青
少

年
の

数
が

年
間

延
べ

2
3
万

１
千

人
と

増
加

し
て

お
り

、
ま

た
、

学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
参

加
人

数
は

年
間

延
べ

1
9
万

６
千

人
と

地
域

住
民

に
よ

る
社

会
教

育
へ

の
参

画
は

広
が

り
を

見
せ

て
い

る
。

 社
会

教
育

活
動

は
、

多
様

な
体

験
活

動
に

参
加

し
た

青
少

年
の

数
が

年
間

延
べ

2
6
万

３
千

人
と

増
加

し
て

お
り

、
ま

た
、

学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
参

加
人

数
は

年
間

延
2
1
万

９
千

人
と

地
域

住
民

に
よ

る
社

会
教

育
へ

の
参

画
は

広
が

り
を

見
せ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

6
4

2
2
8
4

3
6

薬
剤

師
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

県
内

の
薬

局
・
医

療
施

設
に

従
事

す
る

薬
剤

師
数

（
人

口
1
0
万

人
当

た
り

）
が

、
全

国
平

均
の

1
8
1
.3

人
を

大
き

く
下

回
り

、
全

国
最

下
位

で
あ

り
、

そ
の

確
保

が
重

要
な

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
本

県
の

薬
剤

師
不

足
の

要
因

と
し

て
は

、
県

内
に

薬
学

部
が

な
い

こ
と

、
県

外
へ

進
学

し
た

後
に

県
外

で
就

業
す

る
者

が
多

い
こ

と
等

が
挙

げ
ら

れ
る

。
　

こ
れ

ら
の

課
題

を
解

消
す

る
た

め
に

は
、

県
内

へ
の

薬
学

部
の

設
置

に
向

け
た

取
組

、
県

外
の

薬
学

生
や

薬
剤

師
に

対
し

、
県

内
で

の
就

業
を

促
進

す
る

た
め

の
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
こ

れ
ら

の
課

題
を

解
消

す
る

た
め

に
は

、
県

内
国

公
立

大
学

で
の

薬
剤

師
養

成
に

向
け

た
取

組
、

県
外

の
薬

学
生

や
薬

剤
師

に
対

し
、

県
内

で
の

就
業

を
促

進
す

る
た

め
の

取
組

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

O
IS

T
等

､高
度

専
門

技
術

研
究

機
関

で
開

発
し

た
創

薬
関

連
の

種
を

実
際

の
製

品
に

結
び

つ
け

る
た

め
に

は
､

薬
学

部
の

存
在

は
欠

か
せ

な
い

｡加
え

て
､優

秀
な

学
生

が
集

ま
る

国
公

立
大

学
が

望
ま

し
い

｡学
費

の
高

い
私

学
薬

学
部

へ
の

進
学

を
断

念
し

て
い

た
県

内
学

生
の

入
学

及
び

､偏
差

値
の

高
い

大
学

を
目

指
す

県
外

学
生

の
県

内
流

入
も

期
待

で
き

る
｡教

職
員

の
募

集
に

関
し

て
も

国
公

立
大

学
だ

と
比

較
的

有
利

と
思

慮
さ

れ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

6
5

2
2
8
4

4
0

こ
れ

ら
の

課
題

を
解

消
す

る
た

め
に

は
、

県
内

へ
の

薬
学

部
の

設
置

に
向

け
た

取
組

・
・
・

県
内

国
公

立
大

学
で

の
薬

剤
師

養
成

に
向

け
た

取
組

・
・
・

薬
学

部
新

設
す

る
緊

急
の

課
題

と
し

て
、

琉
球

大
学

薬
学

部
新

設
を

具
体

的
に

明
記

し
た

方
が

よ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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6
6

3
3
5
4

1
7

  
  

 こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

史
跡

等
へ

の
訪

問
者

数
は

、
整

備
が

進
む

に
つ

れ
増

加
し

、
基

準
値

の
3
2
7
.7

万
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
3
9
3
.2

万
人

と
な

り
、

現
時

点
で

目
標

値
を

上
回

っ
て

増
加

し
て

い
る

。
  

  
  

文
化

財
の

指
定

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0
年

３
月

に
は

、
文

化
財

保
護

審
議

会
に

お
い

て
、

新
た

な
文

化
財

と
し

て
史

跡
「
田

名
グ

ス
ク

」
の

指
定

を
始

め
、

無
形

文
化

財
（
芸

能
）
の

「
沖

縄
伝

統
音

楽
野

村
流

」
、

「
沖

縄
伝

統
音

楽
安

冨
祖

流
」
、

「
沖

縄
伝

統
音

楽
箏

曲
」
、

工
芸

技
術

「
琉

球
漆

器
」
保

持
者

の
追

加
認

定
が

行
わ

れ
た

。
  

  
  

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

文
化

財
の

指
定

件
数

は
、

基
準

値
の

1
,3

4
5
件

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
1
,4

0
9
件

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

  
  

 こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

史
跡

等
へ

の
訪

問
者

数
は

、
整

備
が

進
む

に
つ

れ
増

加
し

、
基

準
値

の
3
2
7
.7

万
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
4
0
1
.9

万
人

と
な

り
、

現
時

点
で

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。
  

  
  

文
化

財
の

指
定

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0
年

５
月

に
は

、
新

た
な

文
化

財
と

し
て

史
跡

「
田

名
グ

ス
ク

」
の

指
定

を
始

め
、

無
形

文
化

財
（
芸

能
）
の

「
沖

縄
伝

統
音

楽
野

村
流

」
、

「
沖

縄
伝

統
音

楽
安

冨
祖

流
」
、

「
沖

縄
伝

統
音

楽
箏

曲
」
、

工
芸

技
術

「
琉

球
漆

器
」
の

保
持

者
が

追
加

認
定

さ
れ

た
。

  
  

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

文
化

財
の

指
定

件
数

は
、

基
準

値
の

1
,3

4
5
件

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
1
,4

1
3
件

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。
○

文
面

を
変

更

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

6
7

3
3
5
4

3
3

こ
れ

ら
の

調
査

成
果

の
発

信
を

目
的

と
し

た
展

示
会

、
講

座
、

遺
跡

見
学

会
等

の
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
、

平
成

2
9

年
度

ま
で

に
２

万
5
,0

0
0
人

を
超

え
る

参
加

者
を

集
め

、
貴

重
な

文
化

財
を

広
く
周

知
す

る
機

会
を

創
出

し
た

。

こ
れ

ら
の

調
査

成
果

の
発

信
を

目
的

と
し

た
展

示
会

、
講

座
、

遺
跡

見
学

会
等

の
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
、

平
成

3
0

年
度

ま
で

に
1
0
万

7
9
0
0
人

を
超

え
る

参
加

者
を

集
め

、
貴

重
な

文
化

財
を

広
く
周

知
す

る
機

会
を

創
出

し
た

。

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー22ー
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6
8

3
3
5
5

1
2

　
貴

重
な

歴
史

的
資

料
で

あ
る

琉
球

政
府

文
書

等
の

適
切

な
保

存
に

つ
い

て
は

、
デ

ジ
タ

ル
化

を
行

い
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

で
公

開
す

る
取

組
を

始
め

た
こ

と
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
公

文
書

館
の

利
用

が
困

難
で

あ
っ

た
離

島
や

遠
隔

地
に

お
け

る
資

料
の

閲
覧

が
可

能
と

な
っ

た
。

　
ま

た
、

デ
ジ

タ
ル

化
の

際
に

劣
化

の
進

ん
だ

資
料

に
つ

い
て

は
、

紙
力

強
化

等
の

修
復

措
置

を
実

施
し

た
。

　
さ

ら
に

、
戦

後
の

米
国

統
治

下
(琉

球
政

府
時

代
）
の

資
料

と
し

て
米

国
国

立
公

文
書

館
に

所
蔵

さ
れ

て
い

る
沖

縄
に

関
す

る
写

真
や

動
画

を
収

集
す

る
取

組
を

進
め

て
い

る
。

　
貴

重
な

歴
史

的
資

料
で

あ
る

琉
球

政
府

文
書

の
適

切
な

保
存

に
つ

い
て

は
、

資
料

の
劣

化
度

に
応

じ
て

紙
力

強
化

等
の

修
復

措
置

を
施

し
、

平
成

3
0
年

度
末

ま
で

に
約

９
万

６
千

簿
冊

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
行

い
、

約
１

万
７

千
簿

冊
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

で
公

開
す

る
こ

と
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
公

文
書

館
の

利
用

が
困

難
で

あ
っ

た
離

島
や

遠
隔

地
に

お
い

て
も

資
料

の
閲

覧
が

可
能

と
な

っ
た

。
平

成
3
0
年

度
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
閲

覧
件

数
が

約
２

万
４

千
ア

ク
セ

ス
で

あ
り

、
多

く
の

県
民

等
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
さ

ら
に

、
戦

後
の

米
国

統
治

下
(琉

球
政

府
時

代
）
の

資
料

と
し

て
米

国
国

立
公

文
書

館
に

所
蔵

さ
れ

て
い

る
沖

縄
に

関
す

る
写

真
や

動
画

を
収

集
す

る
取

組
を

進
め

て
お

り
、

平
成

3
0
年

度
ま

で
に

約
６

千
点

を
収

集
し

た
。

公
文

書
館

が
県

民
に

利
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
よ

う
に

記
述

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

6
9

3
3
5
5

2
5

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
文

化
財

の
指

定
件

数
　

現
状

値
1
,4

0
9
件

(H
2
9
)

史
跡

等
へ

の
訪

問
者

数
　

現
状

値
3
9
3
.2

万
人

/
年

(H
2
9
)

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
文

化
財

の
指

定
件

数
　

現
状

値
1
,4

1
3
件

(H
3
0
年

度
)

史
跡

等
へ

の
訪

問
者

数
　

現
状

値
4
0
1
.9

万
人

/
年

(H
3
0
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

7
0

3
3
5
6

2
3

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

伝
承

者
養

成
・
技

術
錬

磨
事

業
に

お
け

る
伝

承
者

養
成

数
（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
1
,5

1
9
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
9
,7

1
2
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

伝
承

者
養

成
・
技

術
錬

磨
事

業
に

お
け

る
伝

承
者

養
成

数
（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
1
,5

1
9
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
１

万
1
,1

9
4
人

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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7
1

3
3
5
7

4
文

化
庁

等
提

供
事

業
芸

術
鑑

賞
児

童
生

徒
数

は
、

１
万

人
前

後
で

推
移

し
て

お
り

、
基

準
値

の
１

万
1
,8

3
4
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
１

万
2
,9

5
4
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

文
化

庁
等

提
供

事
業

芸
術

鑑
賞

児
童

生
徒

数
は

、
１

万
人

前
後

で
推

移
し

て
お

り
、

基
準

値
の

１
万

1
,8

3
4
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
1
万

1
,8

8
1
人

と
な

り
、

基
準

年
よ

り
増

加
し

て
い

る
も

の
の

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

7
2

3
3
5
7

2
4

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
伝

承
者

養
成

・
技

術
錬

磨
事

業
に

お
け

る
伝

承
者

養
成

数
（
累

計
）

現
状

値
9
,7

1
2
人

(H
2
9
年

度
)

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
伝

承
者

養
成

・
技

術
錬

磨
事

業
に

お
け

る
伝

承
者

養
成

数
（
累

計
）

現
状

値
　

1
1
,1

9
4
人

(H
3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

7
3

3
3
5
7

2
4

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
沖

縄
県

高
等

学
校

総
合

文
化

祭
、

中
学

校
総

合
文

化
祭

等
へ

の
参

加
者

数
目

標
値

（
R

3
年

）
1
2
,5

0
0
人

/
年

基
準

値
　

1
1
,6

0
0
人

/
年

（
H

2
3
年

度
）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

実
績

値
 1

2
,1

9
9
人

/
年

（
H

3
0
年

度
）

総
合

部
会

意
見

】
②

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

7
4

3
3
5
9

4
1

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

文
化

交
流

を
目

的
に

海
外

へ
派

遣
し

た
生

徒
数

（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
1
0
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
4
6
5
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

文
化

交
流

を
目

的
に

海
外

へ
派

遣
し

た
生

徒
数

（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
1
0
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
5
3
5
人

と
な

り
、

目
標

値
は

達
成

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー24ー
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7
5

3
3
6
0

2
3

さ
ら

に
、

平
成

2
9
年

度
に

は
、

沖
縄

県
に

所
在

す
る

国
及

び
県

指
定

文
化

財
に

つ
い

て
ま

と
め

た
「
み

ん
な

の
文

化
財

（
史

跡
・
名

勝
編

）
」
を

刊
行

し
、

沖
縄

の
歴

史
・
文

化
の

普
及

・
啓

発
に

役
立

て
る

こ
と

が
で

き
た

。

さ
ら

に
、

平
成

3
0
年

度
に

は
、

沖
縄

県
に

所
在

す
る

国
及

び
県

指
定

文
化

財
に

つ
い

て
ま

と
め

た
「
み

ん
な

の
文

化
財

（
埋

蔵
文

化
財

編
）
」
を

刊
行

し
、

沖
縄

の
歴

史
・
文

化
の

普
及

・
啓

発
に

役
立

て
る

こ
と

が
で

き
た

。

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

7
6

3
3
6
0

3
4

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
文

化
交

流
を

目
的

に
海

外
へ

派
遣

し
た

生
徒

数
（
累

計
）

現
状

値
4
6
5
人

(H
2
9
年

度
)

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
文

化
交

流
を

目
的

に
海

外
へ

派
遣

し
た

生
徒

数
（
累

計
）

現
状

値
  

5
3
5
人

(H
3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

7
7

3
3
8
6

1
0

預
か

り
保

育
実

施
率

（
公

立
幼

稚
園

）
は

、
年

々
増

加
傾

向
で

推
移

し
、

平
成

3
0
年

度
は

8
5
.3

％
と

な
り

、
既

に
目

標
値

の
8
0
.0

％
を

上
回

っ
て

改
善

し
て

い
る

。

預
か

り
保

育
実

施
率

（
公

立
幼

稚
園

）
は

、
年

々
増

加
傾

向
で

推
移

し
、

平
成

3
0
年

度
は

8
5
.3

％
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

7
8

3
3
8
8

1
9

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

登
校

復
帰

率
は

、
平

成
2
9
年

度
は

小
学

校
2
0
.7

％
、

中
学

校
3
6
.3

％
、

高
校

3
9
.8

％
と

な
っ

て
お

り
、

小
学

校
を

除
き

基
準

値
と

比
べ

増
加

傾
向

に
あ

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

登
校

復
帰

率
は

、
平

成
2
9
年

度
は

小
学

校
2
0
.7

％
、

中
学

校
3
6
.3

％
、

高
校

3
9
.8

％
と

な
っ

て
お

り
、

小
学

校
を

除
き

基
準

値
と

比
べ

増
加

傾
向

に
あ

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

7
9

3
3
9
3

1
6

経
済

的
な

理
由

な
ど

に
よ

り
基

準
値

よ
り

増
加

し
、

平
成

2
9
年

度
は

2
.0

％
と

基
準

値
を

上
回

っ
て

増
加

し
て

い
る

。

経
済

的
な

理
由

な
ど

に
よ

り
平

成
2
9

年
度

は
2
.0

％
と

基
準

値
を

上
回

っ
て

悪
化

し
、

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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議
　

結
　

果

8
0

3
3
9
4

2
1

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
小

中
高

校
不

登
校

率
【
再

掲
】

目
標

値
（
R

3
年

）
小

0
.4

7
％

 中
3
.0

1
％

 高
1
.6

0
％

基
準

値
小

0
.3

7
％

 中
2
.6

0
％

 高
2
.9

7
％

（
H

2
3
年

度
）

実
績

値
小

0
.7

8
％

 中
3
.7

0
％

 高
2
.7

6
％

（
H

2
9
年

度
）

総
合

部
会

意
見

】
②

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
1

3
3
9
4

2
1

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
登

校
復

帰
率

【
再

掲
】

目
標

値
（
R

3
年

）
小

3
5
.0

％
 中

4
0
.0

％
 高

4
0
.0

％
基

準
値

小
2
8
.3

％
 中

2
7
.8

％
 高

3
3
.0

％
（
H

2
4
年

度
）

実
績

値
小

2
0
.7

％
 中

3
6
.3

％
 高

3
9
.8

％
（
H

2
9
年

度
）

総
合

部
会

意
見

】
②

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
2

3
3
9
5

3
0

居
場

所
等

の
活

動
が

充
実

す
る

よ
う

地
域

の
社

会
福

祉
協

議
会

等
と

の
連

携
を

促
進

す
る

な
ど

、
効

果
的

な
支

援
や

環
境

づ
く
り

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

「
居

場
所

等
の

活
動

が
充

実
す

る
よ

う
地

域
の

社
会

福
祉

協
議

会
等

と
の

連
携

 の
促

進
 す

る
な

ど
や

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
活

性
化

な
ど

、
効

果
的

な
支

援
や

環
境

づ
く
り

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
」

子
ど

も
の

学
力

向
上

と
子

ど
も

の
居

場
所

関
係

等
に

つ
い

て
は

、
子

ど
も

の
貧

困
対

策
事

業
の

一
環

で
、

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

ほ
う
で

琉
大

に
事

務
局

を
置

い
て

、
学

生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
精

力
的

に
、

離
島

も
含

め
て

展
開

し
て

お
り

、
記

載
を

検
討

で
き

な
い

か
。

ま
た

、
沖

国
も

宜
野

湾
市

と
連

携
し

、
学

内
で

学
生

が
支

援
活

動
を

し
て

い
る

た
め

、
併

せ
て

記
載

を
検

討
で

き
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

追
記

修
正

す
る

。
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議
　

結
　

果

8
3

3
4
1
4

1
8

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
公

立
学

校
耐

震
化

率
目

標
値

（
R

3
年

）
1
0
0
%

基
準

値
　

7
9
.9

％
（
H

2
4
年

）
実

績
値

 9
2
.9

%
（
H

3
0
年

）

総
合

部
会

意
見

】
①

現
状

値
を

最
新

値
に

更
新

す
る

。
②

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
4

3
4
2
3

2
6

ま
た

、
情

報
通

信
技

術
等

を
活

用
し

た
教

育
を

推
進

す
る

た
め

、
離

島
地

区
の

学
校

に
お

い
て

離
島

地
区

を
始

め
、

す
べ

て
の

学
校

に
お

い
て

離
島

地
区

と
い

う
限

定
的

な
表

記
の

変
更

を
お

願
い

し
ま

す
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
5

2
4
2
8

1
6

学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

延
べ

数
は

、
平

成
2
9
年

度
は

1
9
万

６
千

人
と

な
り

、
目

標
達

成
に

向
け

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

延
べ

数
は

、
平

成
3
0
年

度
は

2
1
万

９
千

人
と

な
り

、
成

果
目

標
を

達
成

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
6

3
4
2
9

2
〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
学

校
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

参
加

延
べ

数
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
現

状
値

1
9
6
千

人
(H

2
9
)

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
学

校
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

参
加

延
べ

数
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
現

状
値

2
1
9
千

人
(H

3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
7

3
4
9
8

7
身

に
着

け
た

身
に

 着
付

け
た

誤
謬

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
8

3
4
9
8

1
0

平
成

3
0
年

３
月

卒
業

生
は

1
8
.5

％
と

な
り

、
基

準
年

に
比

べ
て

4
.7

ポ
イ

ン
ト

改
善

し
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

推
進

し
て

い
る

。

平
成

3
0
年

３
月

卒
業

生
は

1
8
.5

％
と

な
り

、
基

準
年

に
比

べ
て

4
.7

ポ
イ

ン
ト

改
善

し
 て

お
り

、
目

標
値

を
達

成
見

込
み

で
あ

る
。

 の
達

成
に

向
け

て
着

実
 に

推
進

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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議
　

結
　

果

8
9

3
4
9
8

1
3

平
成

3
0
年

度
に

2
1
校

と
な

り
、

基
準

年
に

比
べ

て
７

校
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

平
成

3
0
年

度
に

2
1
校

と
な

り
、

基
準

年
に

比
べ

て
７

校
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

 着
実

に
前

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
0

3
4
9
8

1
9

こ
れ

ま
で

の
取

組
に

よ
り

、
平

成
2
6
年

度
ま

で
で

合
計

６
人

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

育
成

さ
れ

て
お

り
、

既
に

目
標

を
達

成
し

た
。

こ
れ

ま
で

の
取

組
に

よ
り

、
平

成
2
6
年

度
ま

で
で

合
計

６
人

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

育
成

さ
れ

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
1

3
5
7
3

2
2

平
成

2
9
年

度
に

お
い

て
は

、
８

名
以

上
の

児
童

で
構

成
さ

れ
る

複
式

学
級

、
4
0
学

級
に

非
常

勤
講

師
を

3
6

人
派

遣
し

た
。

平
成

3
0
年

度
に

お
い

て
は

、
８

名
以

上
の

児
童

で
構

成
さ

れ
る

複
式

学
級

、
3
3
学

級
の

う
ち

、
2
7
学

級
に

非
常

勤
講

師
を

 3
6
人

派
遣

し
た

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
2

3
5
7
3

2
5

８
名

以
上

の
児

童
で

構
成

さ
れ

る
複

式
学

級
の

う
ち

、
非

常
勤

講
師

が
派

遣
さ

れ
て

い
る

学
級

の
割

合
は

、
平

成
2
9
年

度
で

9
5
.2

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

８
名

以
上

の
児

童
で

構
成

さ
れ

る
複

式
学

級
の

う
ち

、
非

常
勤

講
師

が
派

遣
さ

れ
て

い
る

学
級

の
割

合
は

、
平

成
3
0
年

度
で

8
1
.8

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

 前
進

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
3

3
5
7
4

2
4

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
図

書
館

又
は

図
書

館
機

能
を

持
っ

た
施

設
の

設
置

率
（
離

島
）

目
標

値
（
R

3
年

度
）
5
3
.3

%
基

準
値

　
2
6
.7

%
（
H

2
4
年

度
）

実
績

値
  

2
6
.7

%
（
H

3
0
年

度
）

総
合

部
会

意
見

】
①

現
状

値
を

最
新

値
に

更
新

す
る

。
②

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
4

3
5
7
4

2
4

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
８

名
以

上
の

児
童

で
構

成
さ

れ
る

複
式

学
級

の
う
ち

、
非

常
勤

講
師

が
派

遣
さ

れ
て

い
る

学
級

の
割

合
現

状
値

  
 9

5
.2

%
(H

2
9
年

度
)

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
８

名
以

上
の

児
童

で
構

成
さ

れ
る

複
式

学
級

の
う
ち

、
非

常
勤

講
師

が
派

遣
さ

れ
て

い
る

学
級

の
割

合
現

状
値

  
 8

1
.8

%
(H

3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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9
5

3
6
1
8

3
1

海
外

留
学

・
交

流
派

遣
数

（
累

計
）

は
、

毎
年

3
0
0
人

以
上

の
派

遣
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

基
準

値
の

1
2
4

人
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
2
,0

2
5
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

海
外

留
学

・
交

流
派

遣
数

（
累

計
）

は
、

毎
年

3
0
0
人

以
上

の
派

遣
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

基
準

値
の

1
2
4

人
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
2
,3

2
5
人

と
な

り
、

目
標

値
は

達
成

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
6

3
6
1
9

1
6

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
海

外
留

学
・
交

流
派

遣
数

（
累

計
）

現
状

値
  

 2
0
2
5
人

(H
2
9
年

度
)

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
海

外
留

学
・
交

流
派

遣
数

（
累

計
）

現
状

値
  

 2
3
2
5
人

(H
3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
7

3
6
2
6

2
2

地
域

を
誇

り
に

思
う
心

、
社

会
で

生
き

て
い

く
上

で
必

要
な

能
力

等
を

醸
成

す
る

と
と

も
に

、
家

庭
や

地
域

の
教

育
機

能
の

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

地
域

を
誇

り
に

思
う
心

、
他

者
を

受
け

入
れ

る
寛

容
な

心
、

社
会

で
生

き
て

い
く
上

で
必

要
な

能
力

等
を

醸
成

す
る

と
と

も
に

、
家

庭
や

地
域

の
教

育
機

能
の

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

沖
縄

ら
し

い
と

は
「
ヌ

チ
ル

タ
カ

ラ
」
「
ユ

イ
マ

ー
ル

」
「
イ

チ
ャ

リ
バ

チ
ョ
ー

デ
ー

」
の

心
だ

と
思

う
の

で
、

「
イ

チ
ャ

リ
バ

チ
ョ
ー

デ
ー

」
や

「
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

」
に

見
合

う
表

現
を

入
れ

た
方

が
良

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
8

3
6
2
6

4
0

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

多
様

な
体

験
活

動
に

参
加

し
た

青
少

年
の

数
は

、
平

成
2
6
年

度
か

ら
2
0
万

人
を

超
え

て
推

移
し

て
お

り
、

基
準

値
の

1
8
万

9
,5

2
9
人

か
ら

平
成

2
8
年

度
に

は
2
3

万
1
,4

5
6
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

多
様

な
体

験
活

動
に

参
加

し
た

青
少

年
の

数
は

、
平

成
2
6
年

度
か

ら
2
0
万

人
を

超
え

て
推

移
し

て
お

り
、

基
準

値
の

1
8
万

9
,5

2
9
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
2
6

万
2
,9

3
4
人

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
9

3
6
2
7

1
9

平
成

2
9
年

度
は

、
延

べ
約

1
9
万

人
近

く
の

地
域

住
民

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

と
し

て
、

平
成

3
0
年

度
は

、
延

べ
約

2
2
万

人
近

く
の

地
域

住
民

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

と
し

て
、

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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1
0
0

3
6
2
7

2
7

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

延
べ

数
は

、
毎

年
2
0
万

人
前

後
で

推
移

し
、

基
準

値
の

1
2
万

人
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
1
9
万

６
千

人
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

延
べ

数
は

、
毎

年
2
0
万

人
前

後
で

推
移

し
、

基
準

値
の

1
2
万

人
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
2
1
万

9
千

人
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
見

込
み

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0
1

3
6
2
7

3
1

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
多

様
な

体
験

活
動

に
参

加
し

た
青

少
年

の
数

現
状

値
  

2
3
1
,4

5
6
人

(H
2
8
年

度
)

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
多

様
な

体
験

活
動

に
参

加
し

た
青

少
年

の
数

現
状

値
  

2
6
2
,9

3
4
人

(H
3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0
2

3
6
2
7

3
1

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
学

校
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

参
加

延
べ

数
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
現

状
値

1
9
6
千

人
(H

2
9
)

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
学

校
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

参
加

延
べ

数
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
現

状
値

2
1
9
千

人
(H

3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0
3

3
6
2
8

9
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
社

会
教

育
施

設
利

用
者

数
は

、
基

準
値

の
9
3
万

6
0
8
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
1
0
6
万

2
,8

2
3
人

と
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

社
会

教
育

施
設

利
用

者
数

は
、

基
準

値
の

9
3
万

6
0
8
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
9
6
万

9
,7

8
4
人

と
増

加
し

て
い

る
も

の
の

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
平

成
3
0
年

1
2
月

よ
り

県
立

図
書

館
が

那
覇

市
旭

橋
に

移
転

開
館

し
、

入
館

者
数

が
順

調
に

増
加

し
て

い
る

影
響

も
あ

り
、

今
後

は
目

標
値

を
達

成
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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1
0
4

3
6
2
8

2
4

家
庭

教
育

支
援

の
総

合
的

な
調

整
役

と
な

る
家

庭
教

育
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
配

置
市

町
村

数
は

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
育

成
等

の
取

組
に

よ
り

基
準

値
の

３
市

村
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
４

市
町

村
と

な
っ

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

家
庭

教
育

支
援

の
総

合
的

な
調

整
役

と
な

る
家

庭
教

育
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

平
成

3
0
年

度
配

置
市

町
村

数
は

、
基

準
値

の
３

市
村

か
ら

増
減

無
く
、

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
市

町
村

や
地

域
に

お
け

る
家

庭
教

育
支

援
の

取
組

へ
の

関
心

は
高

ま
っ

て
お

り
、

家
庭

教
育

支
援

チ
ー

ム
の

発
足

を
検

討
し

て
い

る
市

町
村

も
増

え
て

き
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

今
後

目
標

値
に

徐
々

に
近

づ
い

て
い

く
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0
5

3
6
2
9

1
3

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
家

庭
教

育
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
配

置
市

町
村

数
　

　
　

現
状

値
４

市
町

村
(H

2
9
)

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
家

庭
教

育
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
配

置
市

町
村

数
　

　
　

現
状

値
３

市
村

(H
3
0
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0
6

3
6
2
9

1
3

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
社

会
教

育
施

設
利

用
者

数
現

状
値

  
1
0
6
万

2
,8

2
3
人

(H
2
9
年

度
)

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
社

会
教

育
施

設
利

用
者

数
現

状
値

  
9
6
9
,7

8
4
人

(H
3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0
7

3
6
2
9

1
3

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
県

民
一

人
あ

た
り

の
図

書
貸

し
出

し
数 目

標
値

（
R

3
年

度
）
4
.5

冊
/
年

基
準

値
　

 3
.5

冊
/
年

（
H

2
3
年

度
）

実
績

値
　

3
.5

冊
/
年

(H
2
9
年

度
)

総
合

部
会

意
見

】
①

現
状

値
を

最
新

値
に

更
新

す
る

。
②

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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果

1
0
8

3
6
3
0

1
9

〈
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

〉
生

涯
を

と
お

し
て

学
習

す
る

機
会

が
得

ら
れ

て
い

る
こ

と
沖

縄
県

の
現

状
（
基

準
年

）
1
6
.1

％

〈
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

〉
生

涯
を

と
お

し
て

学
習

す
る

機
会

が
得

ら
れ

て
い

る
こ

と
沖

縄
県

の
現

状
（
基

準
年

）
1
6
.0

％

誤
謬

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0
9

3
6
3
0

3
4

幼
児

児
童

生
徒

ら
の

教
育

を
受

け
る

機
会

が
損

な
わ

れ
な

い
よ

う
6
3
1
p
2
1
行

以
降

を
以

下
の

と
お

り
修

正
。

「
就

学
継

続
が

困
難

な
生

徒
等

に
対

す
る

支
援

に
つ

い
て

は
、

経
済

的
理

由
に

よ
っ

て
就

学
が

困
難

な
 小

・
中

学
 校

の
幼

児
児

童
 ・
生

徒
 及

び
高

校
生

 等
が

、
公

平
な

教
育

機
会

を
受

け
ら

れ
る

よ
う
、

幼
稚

園
の

園
児

に
つ

い
て

は
、

世
帯

の
収

入
状

況
等

に
応

じ
て

保
育

料
等

の
減

免
を

行
い

、
小

・
中

学
校

の
児

童
・
生

徒
に

つ
い

て
は

、
生

活
保

護
法

に
規

定
す

る
要

保
護

者
及

び
準

要
保

護
者

に
対

し
て

学
用

品
費

や
学

校
給

食
費

等
を

補
助

し
 、

た
。

」

幼
児

に
対

す
る

具
体

的
な

取
組

が
記

載
さ

れ
て

い
な

い
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
0

3
6
3
1

1
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
学

生
寮

等
の

受
入

数
は

、
基

準
値

の
6
4
7
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
7
3
6
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

学
生

寮
等

の
受

入
数

は
、

基
準

値
の

6
4
7
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
7
6
3
人

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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1
1
1

3
6
3
1

1
0

８
名

以
上

の
児

童
で

構
成

さ
れ

る
複

式
学

級
の

う
ち

、
非

常
勤

講
師

が
派

遣
さ

れ
て

い
る

学
級

の
割

合
は

、
平

成
2
9
年

度
に

は
対

象
学

級
4
2
学

級
中

4
0
学

級
の

9
5
.2

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

８
名

以
上

の
児

童
で

構
成

さ
れ

る
複

式
学

級
の

う
ち

、
非

常
勤

講
師

が
派

遣
さ

れ
て

い
る

学
級

の
割

合
は

、
平

成
3
0
年

度
に

は
対

象
学

級
3
3
学

級
中

2
7
学

級
の

8
1
.8

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
2

3
6
3
1

2
1

　
県

立
高

校
生

に
つ

い
て

は
、

奨
学

金
を

貸
与

し
た

。
　

ま
た

、
私

立
高

校
に

通
う
生

徒
に

つ
い

て
は

、
世

帯
の

収
入

に
応

じ
て

就
学

支
援

金
、

学
び

直
し

支
援

事
業

費
補

助
金

、
奨

学
の

た
め

の
給

付
金

を
交

付
し

た
ほ

か
、

学
校

が
実

施
し

た
授

業
料

減
免

に
係

る
経

費
を

補
助

し
た

。
　

さ
ら

に
、

通
信

制
の

高
校

生
に

つ
い

て
は

、
教

科
書

等
の

経
費

を
補

助
す

る
な

ど
、

教
育

に
係

る
セ

ー
フ

テ
ィ
ネ

ッ
ト

の
充

実
機

会
の

拡
充

を
図

っ
た

。

　
高

校
生

に
つ

い
て

は
、

世
帯

の
収

入
に

応
じ

て
就

学
支

援
金

、
学

び
直

し
支

援
事

業
費

補
助

金
、

奨
学

の
た

め
の

給
付

金
を

交
付

し
た

ほ
か

、
奨

学
金

を
貸

与
し

た
。

ま
た

、
定

時
制

及
び

通
信

制
の

生
徒

に
つ

い
て

は
、

教
科

書
等

の
経

費
を

補
助

し
、

私
立

高
校

に
つ

い
て

は
、

学
校

が
実

施
し

た
授

業
料

減
免

に
係

る
経

費
を

補
助

し
た

。
　

さ
ら

に
、

大
学

生
及

び
専

門
学

校
生

に
つ

い
て

は
、

奨
学

金
の

貸
与

を
行

う
と

と
も

に
、

経
済

的
理

由
で

県
外

進
学

が
困

難
な

学
生

に
つ

い
て

は
、

県
外

学
生

寮
の

運
営

や
給

付
型

奨
学

金
の

創
設

な
ど

、
教

育
機

会
の

拡
充

を
図

っ
た

。

素
案

編
集

時
の

校
正

漏
れ

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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結
　

果

1
1
3

3
6
3
1

3
6

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
大

学
等

進
学

率
目

標
値

（
R

3
年

度
）
 4

5
.0

%
基

準
値

 3
6
.7

%
（
2
3
年

3
月

卒
）

実
績

値
 3

9
.7

%
（
 3

0
年

3
月

卒
）

総
合

部
会

意
見

】
②

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
4

3
6
3
1

3
6

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
へ

き
地

教
育

に
お

い
て

IC
T
を

活
用

し
た

授
業

実
践

を
行

っ
て

い
る

学
校

の
割

合
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
目

標
値

（
R

3
年

度
）
1
0
0
%

基
準

値
　

－
実

績
値

9
8
.6

%
（
H

2
8
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

②
〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
5

3
6
3
2

3
5

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
・
市

町
村

の
生

涯
学

習
講

座
の

修
了

者
数

は
、

着
実

に
増

加
し

て
お

り
、

基
準

値
の

９
万

6
5
5
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
1
6
万

7
,6

7
4
人

と
な

り
、

既
に

目
標

値
を

上
回

っ
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
・
市

町
村

の
生

涯
学

習
講

座
の

修
了

者
数

は
、

着
実

に
増

加
し

て
お

り
、

基
準

値
の

９
万

6
5
5
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
1
6
万

6
,1

2
0
人

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
6

3
6
3
3

1
6

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
県

・
市

町
村

の
生

涯
学

習
講

座
の

修
了

者
数

現
状

値
  

1
6
7
,6

7
4
人

(H
2
9
年

度
)

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
県

・
市

町
村

の
生

涯
学

習
講

座
の

修
了

者
数

現
状

値
  

1
6
6
,1

2
0
人

(H
3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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1
1
7

3
6
3
4

3
子

ど
も

た
ち

の
確

か
な

学
力

、
豊

か
な

心
、

健
や

か
な

体
の

基
本

と
な

る
「
生

き
る

力
」
を

育
み

、
社

会
の

変
化

に
柔

軟
に

対
応

で
き

る
資

質
や

能
力

を
身

に
付

け
た

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

各
種

施
策

を
展

開
し

た
。

子
ど

も
た

ち
の

「
生

き
る

力
」
を

育
み

、
社

会
の

変
化

に
柔

軟
に

対
応

で
き

る
資

質
や

能
力

を
身

に
付

け
ら

れ
る

よ
う
、

確
か

な
学

力
、

豊
か

な
心

、
健

や
か

な
体

の
育

成
等

を
図

る
た

め
、

各
種

施
策

を
展

開
し

た
。

表
現

訂
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
8

3
6
3
4

3
9

小
中

学
校

に
お

け
る

・
・
・
・
図

る
た

め
、

「
琉

球
大

学
と

・
・
・
・
・
・
・
進

地
域

」
に

・
・
・
・
の

小
中

学
校

を
・
・
・
・
大

学
教

員
が

・
・
・
・
琉

球
大

学
生

連
携

校
・
・
・
・
生

徒
に

対
す

る
・
・
・
図

ら
れ

た
」

P
6
3
5
　

１
２

行
と

１
３

行
の

間
に

、
P

6
3
4
、

3
9
行

目
か

ら
P

6
3
5
、

3
行

目
ま

で
の

「
小

中
学

校
に

お
け

る
・
・
・
・
充

実
が

図
ら

れ
た

」
を

挿
入

。

県
全

体
の

取
組

を
先

に
も

っ
て

き
て

、
地

域
の

取
組

は
後

段
に

も
っ

て
き

た
ほ

う
が

よ
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
9

3
6
3
4

3
9

小
中

学
校

に
お

け
る

学
力

向
上

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
～

P
6
3
5
　

１
２

行
と

１
３

行
の

間
に

、
P

6
3
4
、

3
9
行

目
か

ら
P

6
3
5
、

3
行

目
ま

で
の

「
小

中
学

校
に

お
け

る
・
・
・
・
充

実
が

図
ら

れ
た

」
を

挿
入

。

[確
認

事
項

]
・
次

ペ
ー

ジ
p
6
3
5
の

1
2
行

目
ま

で
が

、
琉

球
大

学
と

の
連

携
事

業
の

内
容

を
説

明
し

て
い

ま
す

か
？

も
し

そ
う
で

あ
れ

ば
→

1
3
行

目
「
こ

れ
ら

の
取

り
組

み
に

よ
り

」
は

飛
躍

し
す

ぎ
で

は
な

い
か

？
ま

た
そ

の
連

携
事

業
が

他
地

域
や

他
学

校
に

成
果

を
波

及
し

た
成

果
は

あ
る

の
か

？
あ

れ
ば

そ
れ

を
加

え
た

方
が

良
い

。

そ
う
で

な
い

場
合

→
ど

こ
ま

で
が

琉
大

と
の

連
携

事
業

の
説

明
な

の
か

が
分

か
り

に
く
い

の
で

、
明

確
に

し
た

方
が

良
い

。
（
p
6
3
5
の

2
行

目
を

改
行

し
な

け
れ

ば
良

い
？

）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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結
　

果

1
2
0

3
6
3
4

3
9

小
中

学
校

に
お

け
る

学
力

向
上

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
児

童
生

徒
の

確
か

な
学

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

琉
球

大
学

と
連

携
し

授
業

の
工

夫
改

善
や

学
習

環
境

の
充

実
等

に
取

り
組

む
「
学

力
向

上
先

進
地

域
」
に

浦
添

市
・
宜

野
湾

市
・
沖

縄
市

・
中

城
村

の
４

市
村

を
、

ま
た

、
そ

の
地

域
内

の
複

数
の

小
中

学
校

を
「
連

携
校

」
と

し
て

指
定

し
、

連
携

校
の

教
員

が
行

う
校

内
研

究
等

に
対

し
て

琉
球

大
学

教
員

が
指

導
助

言
を

行
っ

た
。

  
 琉

球
大

学
生

が
連

携
校

に
対

し
て

行
っ

た
学

習
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

等
を

通
し

て
、

個
々

の
児

童
生

徒
に

対
す

る
学

習
支

援
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

小
中

学
校

に
お

け
る

学
力

向
上

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
児

童
生

徒
の

確
か

な
学

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

琉
球

大
学

と
委

託
契

約
を

締
結

し
、

授
業

の
工

夫
改

善
や

学
習

環
境

の
充

実
等

に
取

り
組

む
「
学

力
向

上
先

進
地

域
」
に

浦
添

市
・
宜

野
湾

市
・
沖

縄
市

・
中

城
村

の
４

市
村

を
、

ま
た

、
そ

の
地

域
内

の
複

数
の

小
中

学
校

を
「
連

携
校

」
と

し
て

指
定

し
、

連
携

校
の

教
員

が
行

う
校

内
研

究
等

に
対

し
て

琉
球

大
学

教
員

が
指

導
助

言
を

行
っ

た
。

  
  琉

球
大

学
生

が
連

携
校

に
対

し
て

 行
っ

た
学

習
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

等
を

 通
し

て
、

個
々

の
児

童
生

徒
に

対
す

 る
学

習
支

援
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。

沖
縄

県
と

包
括

連
携

・
協

力
関

係
を

結
ん

で
い

る
琉

球
大

学
と

限
定

す
る

形
で

の
記

載
を

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
2
1

3
6
3
4

3
9

児
童

生
徒

の
確

か
な

学
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
琉

球
大

学
と

連
携

し
授

業
の

工
夫

改
善

や
学

習
環

境
の

充
実

等
に

取
り

組
む

・
・
・

ー

ほ
か

の
大

学
も

や
っ

て
い

る
可

能
性

（
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

で
居

場
所

づ
く
り

と
い

う
こ

と
で

学
生

た
ち

が
支

援
を

し
て

い
る

実
態

）
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

琉
球

大
学

と
は

こ
れ

ま
で

「
学

力
向

上
先

進
地

域
育

成
事

業
」
を

実
施

し
た

経
緯

が
あ

り
、

そ
の

実
施

事
業

に
基

づ
く
記

述
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

（
沖

縄
県

は
平

成
2
7
年

に
琉

球
大

学
と

包
括

連
携

・
協

力
に

関
す

る
協

定
書

を
締

結
）

1
2
2

3
6
3
5

1
3
~

2
0

年
年

度
誤

字
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
2
3

3
6
3
5

1
9

平
成

2
4
年

の
△

9
.0

ポ
イ

ン
ト

か
ら

平
成

3
0
年

に
は

△
5
.3

ポ
イ

ン
ト

と
3
.7

ポ
イ

ン
ト

改
善

し
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

平
成

2
4
年

の
△

9
.0

ポ
イ

ン
ト

か
ら

平
成

3
0
年

に
は

△
5
.3

ポ
イ

ン
ト

と
3
.7

ポ
イ

ン
ト

改
善

し
て

い
る

も
の

の
進

展
遅

れ
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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1
2
4

3
6
3
5

2
9

・
・
・
県

外
国

公
立

大
学

等
へ

進
学

を
希

望
す

る
生

徒
の

う
ち

、
・
・
・
県

外
大

学
等

へ
進

学
を

希
望

す
る

生
徒

の
う
ち

、
「
国

公
立

大
学

」
と

い
う
表

現
の

部
分

は
、

国
立

・
私

立
大

学
と

い
う
表

現
に

修
正

し
た

ほ
う
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
2
5

3
6
3
5

3
0

平
成

2
6
年

度
に

4
9
9
人

、
平

成
2
7
年

度
に

5
0
1
人

、
平

成
2
8
年

度
に

4
8
5

人
、

平
成

2
9
年

度
に

3
5
8
人

を
県

外
へ

派
遣

し
、

大
学

で
の

講
義

体
験

や
合

同
学

習
な

ど
を

実
施

し
た

こ
と

に
よ

り
参

加
生

徒
の

進
学

意
識

が
向

上
し

た
。

平
成

2
6
年

度
か

ら
3
0
年

度
ま

で
に

2
,1

7
4
人

を
県

外
へ

派
遣

し
、

大
学

で
の

講
義

体
験

や
合

同
学

習
な

ど
を

実
施

し
た

こ
と

に
よ

り
参

加
生

徒
の

進
学

意
識

が
向

上
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

内
容

を
訂

正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
2
6

3
6
3
5

3
3

県
内

高
校

生
の

国
公

立
大

学
合

格
者

数
は

、
平

成
1
4
年

度
に

初
め

て
1
,0

0
0
人

を
超

え
、

平
成

2
9
年

度
に

は
1
,6

3
9
人

と
な

っ
た

。

県
内

高
校

生
の

国
公

立
大

学
合

格
者

数
は

、
平

成
1
4
年

度
に

初
め

て
1
,0

0
0
人

を
超

え
、

平
成

3
0
年

度
に

は
1
,6

2
3
人

と
な

っ
た

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
2
7

3
6
3
5

3
6

3
9
.7

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。
3
9
.7

％
と

な
り

、
改

善
し

て
い

る
も

の
の

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。
 目

標
値

の
 達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
 る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
2
8

3
6
3
6

3
〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
高

等
学

校
等

進
学

率
目

標
値

（
R

3
年

度
）
 9

8
.5

%
基

準
値

 9
5
.8

%
（
2
3
年

3
月

卒
）

実
績

値
 9

7
.7

%
（
 3

0
年

3
月

卒
）

総
合

部
会

意
見

】
②

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー37ー
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1
2
9

3
6
3
6

2
6

・
・
・
高

校
生

の
主

体
的

に
学

ぶ
意

欲
の

育
成

や
県

外
国

公
立

大
学

等
へ

の
進

学
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
・
・
高

校
生

の
主

体
的

に
学

ぶ
意

欲
の

育
成

や
県

外
大

学
等

へ
の

進
学

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

「
国

公
立

大
学

」
と

い
う
表

現
の

部
分

は
、

国
立

・
私

立
大

学
と

い
う
表

現
に

修
正

し
た

ほ
う
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3
0

3
6
3
6

2
5

加
え

て
、

大
学

等
進

学
率

の
改

善
を

図
る

た
め

、
高

校
生

の
主

体
的

に
学

ぶ
意

欲
の

育
成

や
県

外
国

公
立

等
へ

の
進

学
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

高
等

学
校

に
お

け
る

大
学

等
進

学
率

に
つ

い
て

は
、

年
々

向
上

し
て

い
る

も
の

の
、

全
国

水
準

よ
り

低
く
、

改
善

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
大

学
等

進
学

率
の

向
上

を
図

る
た

め
に

は
、

教
員

の
教

科
指

導
力

及
び

進
路

指
導

力
の

向
上

や
、

高
校

生
の

主
体

的
に

学
ぶ

意
欲

の
更

な
る

育
成

、
県

外
大

学
等

へ
の

進
学

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
見

る
側

（
特

に
教

育
関

係
者

）
が

、
何

を
達

成
で

き
て

い
て

、
何

に
取

り
掛

か
ら

な
い

と
い

け
な

い
の

か
を

明
確

に
読

み
取

っ
て

も
ら

わ
な

い
と

い
け

な
い

た
め

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3
1

3
6
3
6

2
4

・
・
・
話

し
合

う
協

議
会

を
開

催
し

た
。

　
人

権
・
道

徳
教

育
の

推
進

に
つ

い
て

は
・
・
・

・
・
・
話

し
合

う
協

議
会

を
開

催
し

た
。

　
ま

た
、

大
学

入
試

改
革

に
対

応
し

た
授

業
改

善
を

行
う
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
研

究
指

定
校

に
お

い
て

教
育

課
程

の
編

成
や

授
業

方
法

等
に

つ
い

て
研

究
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
　

人
権

・
道

徳
教

育
の

推
進

に
つ

い
て

は
・
・
・

（
総

点
検

報
告

書
の

段
階

で
扱

う
べ

き
内

容
か

は
分

か
ら

な
い

の
で

す
が

）
学

校
教

育
の

関
係

部
分

で
描

か
れ

て
い

る
の

が
、

学
力

向
上

対
策

と
進

路
決

定
（
就

職
）
率

と
一

部
Io

T
環

境
の

整
備

が
主

に
見

え
て

お
り

、
「
こ

れ
か

ら
の

社
会

に
対

応
す

る
人

材
の

育
成

」
に

繋
が

る
内

容
が

見
え

に
く
い

。

〇
学

び
の

個
別

最
適

化
に

向
け

た
学

習
環

境
や

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
の

整
備

〇
高

大
接

続
改

革
（
大

学
入

試
改

革
）
に

向
け

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

整
備

な
ど

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー38ー



別
紙
１ 番 号

章
頁

行
報
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 素

 案
 ）
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 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3
2

3
6
3
6

1
2

確
か

な
学

力
を

身
に

つ
け

る
教

育
の

推
進

<
課

題
及

び
対

策
＞

 (
P

6
3
6
　

1
6
行

~1
8
行

)こ
の

こ
と

か
ら

、
家

庭
や

地
域

、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
生

徒
が

学
ぶ

こ
と

の
意

義
を

実
感

で
き

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
等

に
よ

り
、

学
習

に
対

す
る

目
的

意
識

の
醸

成
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

そ
れ

と
と

も
に

「
わ

か
る

授
業

」
の

構
築

に
向

け
た

更
な

る
授

業
改

善
や

教
員

の
指

導
力

向
上

、
家

庭
学

習
の

習
慣

化
を

通
し

た
生

徒
の

学
習

意
欲

の
高

揚
等

に
よ

り
、

「
確

か
な

学
力

」
の

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

進
学

や
就

職
を

目
的

と
し

た
知

は
剥

落
す

る
と

い
わ

れ
る

が
、

子
ど

も
た

ち
の

身
近

で
か

っ
こ

い
い

大
人

が
発

す
る

現
実

味
あ

る
言

葉
は

、
郷

土
愛

や
地

域
人

材
へ

の
憧

憬
に

つ
な

が
る

だ
け

で
な

く
、

な
ぜ

学
ぶ

の
か

、
学

ぶ
先

に
自

己
実

現
が

あ
る

こ
と

に
気

づ
く
機

会
と

な
る

か
ら

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3
3

3
6
3
3

2
6

　 （
課

題
及

び
対

策
）

 生
涯

学
習

機
会

・
体

制
の

充
実

に
つ

い
て

は
、

ＩＴ
社

会
や

国
際

化
の

進
展

な
ど

急
激

な
社

会
変

化
の

中
に

あ
っ

て
、

仕
事

や
生

活
の

あ
ら

ゆ
る

面
に

お
い

て
絶

え
ず

新
し

い
知

識
や

技
術

の
習

得
が

求
め

ら
れ

て
い

る
ほ

か
、

経
済

的
な

ゆ
と

り
や

余
暇

の
増

大
等

に
伴

い
、

趣
味

の
充

実
や

教
養

を
高

め
る

な
ど

、
自

己
実

現
や

生
き

が
い

を
学

習
活

動
等

に
求

め
る

傾
向

が
強

く
な

っ
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

学
び

た
い

と
き

に
自

発
的

に
学

べ
る

環
境

づ
く
り

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

　 （
課

題
及

び
対

策
）

 生
涯

学
習

機
会

・
体

制
の

充
実

に
つ

い
て

は
、

ＩＴ
社

会
や

国
際

化
の

進
展

な
ど

急
激

な
社

会
変

化
の

中
に

あ
っ

て
、

仕
事

や
生

活
の

あ
ら

ゆ
る

面
に

お
い

て
絶

え
ず

新
し

い
知

識
や

技
術

の
習

得
が

求
め

ら
れ

て
い

る
ほ

か
、

 経
済

的
な

ゆ
と

り
や

余
暇

の
増

大
等

 に
伴

い
、

趣
味

の
充

実
や

教
養

を
高

 め
る

な
ど

、
自

己
実

現
や

生
き

が
い

を
 学

習
活

動
等

に
求

め
る

傾
向

が
強

く
 な

っ
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

学
び

た
い

と
き

に
自

発
的

に
学

べ
る

環
境

づ
く
り

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

「
経

済
的

な
ゆ

と
り

や
余

暇
の

増
大

等
に

伴
い

」
と

い
う
文

言
が

あ
る

が
、

実
態

と
か

け
離

れ
て

い
る

。
（
経

済
的

な
ゆ

と
り

が
な

い
人

も
多

く
、

格
差

が
広

が
っ

て
い

る
）
課

題
設

定
を

誤
る

と
、

対
策

も
ず

れ
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

か
。

（
上

記
意

見
を

受
け

て
）
国

は
働

く
人

の
学

び
直

し
（
リ
カ

レ
ン

ト
教

育
）
を

進
め

て
い

こ
う
と

し
て

い
る

が
、

生
涯

学
習

に
費

や
す

時
間

や
余

暇
が

少
な

い
こ

と
の

方
が

課
題

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3
4

3
6
3
6

4
1

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

不
登

校
児

童
生

徒
の

登
校

復
帰

率
は

、
小

学
校

で
基

準
値

を
下

回
っ

て
い

る
も

の
の

、
中

・
高

校
に

お
い

て
は

基
準

値
を

上
回

っ
て

改
善

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

不
登

校
児

童
生

徒
の

登
校

復
帰

率
は

、
小

学
校

で
基

準
値

を
下

回
り

、
進

展
遅

れ
と

な
っ

て
い

る
も

の
の

、
中

・
高

校
に

お
い

て
は

基
準

値
を

上
回

っ
て

改
善

し
、

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
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 （
 修
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 案
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 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3
5

3
6
3
7

3
5

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

平
成

2
9

年
度

に
お

け
る

体
力

・
運

動
能

力
テ

ス
ト

結
果

は
、

高
校

生
の

結
果

は
基

準
値

を
上

回
っ

て
改

善
し

て
い

る
も

の
の

、
小

・
中

学
生

の
結

果
は

、
基

準
値

を
下

回
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

平
成

2
9

年
度

に
お

け
る

体
力

・
運

動
能

力
テ

ス
ト

結
果

は
、

高
校

生
の

結
果

は
基

準
値

を
上

回
っ

て
改

善
し

、
達

成
見

込
み

で
あ

る
も

の
の

、
小

・
中

学
生

の
結

果
は

、
基

準
値

を
下

回
り

、
進

展
遅

れ
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3
6

3
6
3
8

9
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
県

内
生

徒
の

交
通

事
故

件
数

は
、

基
準

値
の

3
3
3
件

か
ら

平
成

2
9
年

に
は

2
1
9
件

と
な

り
、

基
準

値
よ

り
減

少
し

て
い

る
も

の
の

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
一

層
の

取
組

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
内

生
徒

の
交

通
事

故
件

数
は

、
基

準
値

の
3
3
3
件

か
ら

平
成

3
0
年

に
は

1
8
6
件

と
な

り
、

基
準

値
よ

り
減

少
し

、
達

成
見

込
み

で
あ

る
も

の
の

、
一

層
の

取
組

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3
7

3
6
3
8

1
6

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

複
数

年
保

育
を

実
施

す
る

公
立

幼
稚

園
の

割
合

は
、

３
年

保
育

に
つ

い
て

は
基

準
値

の
2
.9

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
の

8
.7

％
と

な
り

、
２

年
保

育
に

つ
い

て
は

基
準

値
の

3
8
.5

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
5
4
.8

％
と

な
り

、
基

準
値

よ
り

改
善

し
て

い
る

も
の

の
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

一
層

の
取

組
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

複
数

年
保

育
を

実
施

す
る

公
立

幼
稚

園
の

割
合

は
、

３
年

保
育

に
つ

い
て

は
基

準
値

の
2
.9

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
の

8
.7

％
と

な
り

、
達

成
見

込
み

で
あ

る
。

２
年

保
育

に
つ

い
て

は
基

準
値

の
3
8
.5

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
5
4
.8

％
と

な
り

、
基

準
値

よ
り

改
善

し
て

い
る

も
の

の
、

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
一

層
の

取
組

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3
8

3
6
3
9

2
〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
県

内
生

徒
の

交
通

事
故

件
数

現
状

値
  

2
1
9
件

(H
2
9
年

)

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
県

内
生

徒
の

交
通

事
故

件
数

現
状

値
  

1
8
6
件

(H
3
0
年

)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー40ー
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理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3
9

3
6
3
9

2
〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
体

力
・
運

動
能

力
テ

ス
ト

結
果

（
小

全
国

平
均

：
5
0
点

）
現

状
値

  
 小

　
4
8
.3

点
（
Ｈ

2
9
年

度
）

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
体

力
・
運

動
能

力
テ

ス
ト

結
果

（
小

全
国

平
均

：
5
0
点

）
現

状
値

  
 小

　
4
8
.5

点
（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
4
0

3
6
3
9

2
〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
体

力
・
運

動
能

力
テ

ス
ト

結
果

（
中

全
国

平
均

：
5
0
点

）
現

状
値

  
 中

　
4
8
.2

点
（
Ｈ

2
9
年

度
）

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
体

力
・
運

動
能

力
テ

ス
ト

結
果

（
中

全
国

平
均

：
5
0
点

）
現

状
値

  
 中

　
4
8
.5

点
（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
4
1

3
6
3
9

2
〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
体

力
・
運

動
能

力
テ

ス
ト

結
果

（
高

全
国

平
均

：
5
0
点

）
現

状
値

  
 高

　
4
8
.9

点
（
Ｈ

2
9
年

度
）

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
体

力
・
運

動
能

力
テ

ス
ト

結
果

（
高

全
国

平
均

：
5
0
点

）
現

状
値

  
 高

　
4
9
.4

点
（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
4
2

3
6
3
9

2
〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
毎

日
朝

食
を

摂
取

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
（
小

）
目

標
値

（
R

3
年

度
）
 8

9
.5

%
基

準
値

 8
8
.1

％
（
H

2
3
年

度
）

実
績

値
 8

6
.9

%
（
H

3
0
年

度
）

総
合

部
会

意
見

】
②

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
4
3

3
6
3
9

2
〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
毎

日
朝

食
を

摂
取

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
（
中

）
目

標
値

（
R

3
年

度
）
 8

4
.9

%
基

準
値

  
8
3
.8

％
（
H

2
3
年

度
）

実
績

値
  

8
1
.6

%
（
H

3
0
年

度
）

総
合

部
会

意
見

】
②

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー41ー
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由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
4
4

3
6
3
9

2
〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
毎

日
朝

食
を

摂
取

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
（
高

）
目

標
値

（
R

3
年

度
）
 7

7
.6

%
基

準
値

  
7
4
.9

％
（
H

2
3
年

度
）

実
績

値
  

7
6
.4

%
（
H

3
0
年

度
）

総
合

部
会

意
見

】
②

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
4
5

3
6
3
9

3
8

・
小

中
高

校
不

登
校

率
は

、
児

童
生

徒
を

取
り

巻
く
環

境
の

変
化

な
ど

様
々

な
理

由
に

よ
り

増
加

傾
向

に
あ

り
、

平
成

2
9
年

度
は

小
学

校
0
.7

8
％

、
中

学
校

3
.7

0
％

は
基

準
値

を
上

回
っ

て
増

加
し

て
い

る
一

方
、

高
校

は
2
.7

6
％

に
減

少
し

て
い

る
。

・
平

成
2
9
年

度
に

お
け

る
小

中
高

校
不

登
校

率
は

、
高

校
生

の
不

登
校

率
は

基
準

値
を

下
回

っ
て

改
善

し
て

い
る

も
の

の
、

小
・
中

学
生

の
不

登
校

率
は

基
準

値
を

上
回

っ
て

い
る

。

以
下

の
と

お
り

追
記

す
る

。
（
6
3
9
頁

3
8

行
～

）
特

に
、

小
学

校
で

は
、

不
登

校
の

要
因

と
し

て
、

「
不

安
」
の

傾
向

、
「
無

気
力

」
の

傾
向

が
増

加
し

て
い

る
。

「
不

安
」
の

主
な

要
因

は
、

「
入

学
、

進
級

時
の

不
適

応
」
（
5
2
.9

％
）
、

「
無

気
力

」
の

主
な

要
因

は
、

「
学

業
の

不
振

」
（
4
5
.6

％
）
と

な
っ

て
お

り
、

今
後

も
引

き
続

き
、

児
童

が
安

心
し

て
過

ご
せ

る
魅

力
あ

る
学

校
づ

く
り

の
推

進
、

個
に

応
じ

た
指

導
の

充
実

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
・
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

・
小

中
ア

シ
ス

ト
相

談
員

、
適

応
指

導
教

室
等

の
活

用
を

推
進

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

小
学

校
・
中

学
校

、
特

に
小

学
校

に
つ

い
て

分
析

し
て

、
対

応
を

記
述

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
4
6

3
6
4
0

1
0

小
学

校
、

幼
稚

園
、

保
育

所
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。
幼

稚
園

、
保

育
所

、
認

定
こ

ど
も

園
と

小
学

校
と

の
連

携
体

制
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。

ー

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
4
7

3
6
4
0

2
3

平
成

3
0
年

度
に

は
5
7
校

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

平
成

3
0
年

度
に

は
5
7
校

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

見
込

み
で

あ
る

。
【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー42ー
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理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
4
8

3
6
4
0

4
3

ー

6
4
0
頁

4
2
行

目
以

降
に

、
下

記
の

と
お

り
追

記
す

る
。

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
に

つ
い

て
は

、
法

律
の

一
部

改
正

に
よ

り
全

て
の

公
立

学
校

へ
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
導

入
が

努
力

義
務

化
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
導

入
校

数
は

増
加

し
進

展
し

て
い

る
。

6
2
7
頁

と
関

わ
っ

て
　

→
地

域
運

営
学

校
（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
）
に

つ
い

て
の

説
明

が
見

当
た

ら
な

い
。

追
加

す
べ

き
で

は
な

い
で

し
ょ
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

1
4
9

3
6
4
1

1
9

特
別

支
援

学
校

高
等

部
卒

業
生

の
進

路
決

定
率

は
、

基
準

値
の

9
3
.4

％
か

ら
平

成
3
0
年

３
月

卒
業

に
お

い
て

は
9
4
.6

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

特
別

支
援

学
校

高
等

部
卒

業
生

の
進

路
決

定
率

は
、

基
準

値
の

9
3
.4

％
か

ら
平

成
3
0
年

３
月

卒
業

に
お

い
て

は
9
4
.6

％
と

な
り

、
改

善
し

て
い

る
も

の
の

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
0

3
6
4
1

2
2

児
童

生
徒

の
発

達
段

階
に

応
じ

た
職

業
観

・
勤

労
観

を
醸

成
す

る
た

め
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
つ

い
て

は
、

・
下

記
の

と
お

り
修

正
す

る
。

「
児

童
生

徒
の

発
達

の
段

階
に

応
じ

た
職

業
観

・
勤

労
観

を
醸

成
す

る
た

め
 の

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
つ

い
て

は
、

小
学

校
５

，
６

年
生

を
中

心
に

～
」

・
「
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

に
応

じ
た

職
業

観
・
勤

労
観

を
醸

成
す

る
た

め
の

」
と

い
う
表

記
は

修
正

す
べ

き

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
1

3
6
4
1

3
4

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

高
等

学
校

卒
業

生
の

進
路

決
定

率
は

、
基

準
値

の
8
3
.9

％
か

ら
平

成
3
0
年

３
月

卒
業

に
お

い
て

は
8
4
.9

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

高
等

学
校

卒
業

生
の

進
路

決
定

率
は

、
基

準
値

の
8
3
.9

％
か

ら
平

成
3
0
年

３
月

卒
業

に
お

い
て

は
8
4
.9

％
と

な
り

、
改

善
し

て
い

る
も

の
の

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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議
　

結
　

果

1
5
2

3
6
4
2

2
6

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
導

入
校

数
目

標
値

（
R

3
年

度
）
 4

0
校

基
準

値
  

2
校

（
H

2
4
年

度
）

実
績

値
  

2
7
校

（
H

3
0
年

度
）

総
合

部
会

意
見

】
②

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
3

3
6
4
2

2
4

3
5

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
の

う
ち

、
「
私

立
学

校
（
幼

・
小

・
中

・
高

）
の

定
員

充
足

率
」
の

現
状

値
　

「
8
2
.6

%
」

（
素

案
本

文
）

平
成

3
0
年

は
8
2
.6

％
と

な
り

、
～

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
の

う
ち

、
「
私

立
学

校
（
幼

・
小

・
中

・
高

）
の

定
員

充
足

率
」
の

現
状

値
　

「
8
2
.4

%
」

（
素

案
本

文
）

平
成

3
0
年

は
8
2
.4

％
と

な
り

、
～

転
記

ミ
ス

に
よ

る
誤

記
の

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
4

3
6
4
3

9
職

業
観

・
勤

労
観

を
醸

成
す

る
た

め
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
～

 職
業

観
・
勤

労
観

を
醸

成
す

る
た

め
 の

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
本

県
に

お
い

て
は

、
若

年
者

の
失

業
率

や
離

職
率

が
高

い
こ

と
か

ら
、

児
童

生
徒

の
発

達
段

階
に

応
じ

た
早

期
か

ら
の

職
業

観
・
勤

労
観

を
醸

成
す

る
取

組
の

推
進

を
図

っ
て

き
た

が
、

次
の

段
階

と
し

て
、

学
ぶ

こ
と

と
社

会
と

の
接

続
を

意
識

し
、

～
。

・
基

本
的

な
理

由
は

上
段

と
同

じ
。

・
現

表
記

で
は

、
「
職

業
観

・
勤

労
観

を
醸

成
す

る
た

め
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

」
と

「
学

ぶ
こ

と
と

社
会

と
の

接
続

を
意

識
し

、
教

育
活

動
全

体
を

通
し

て
推

進
す

る
キ

ャ
リ
ア

教
育

」
と

が
分

か
れ

て
存

在
す

る
よ

う
な

感
じ

に
受

け
取

れ
る

の
で

、
修

正
の

必
要

が
あ

る
。

・
キ

ャ
リ
ア

教
育

が
「
職

業
観

・
勤

労
観

の
醸

成
」
の

た
め

に
あ

る
の

で
は

な
く
、

こ
れ

か
ら

の
変

化
・
多

様
性

の
時

代
に

子
ど

も
た

ち
が

「
自

分
の

生
き

方
を

選
択

し
て

い
く
力

」
を

ど
う
身

に
付

け
て

い
く

か
を

考
え

さ
せ

る
教

育
で

あ
る

こ
と

が
伝

わ
ら

な
く
て

は
い

け
な

い
。

（
少

な
く
と

も
、

こ
の

よ
う
な

時
代

の
変

化
の

中
で

、
キ

ャ
リ
ア

教
育

の
意

義
の

捉
え

方
も

変
わ

っ
て

き
て

い
る

こ
と

を
認

識
さ

せ
る

表
記

に
す

る
必

要
は

あ
る

）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー44ー
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果

1
5
5

3
6
4
5

1
1

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

中
高

生
の

英
語

力
（
中

学
３

年
生

英
検

３
級

以
上

相
当

、
高

校
３

年
生

英
検

準
２

級
以

上
相

当
の

英
語

力
を

有
し

て
い

る
生

徒
の

割
合

）
は

、
平

成
2
9
年

度
に

お
い

て
、

中
学

３
年

生
英

検
３

級
以

上
相

当
が

3
1
.7

％
、

高
校

３
年

生
英

検
準

２
級

以
上

相
当

が
4
4
.3

％
（
高

校
生

：
全

国
７

位
）
と

な
っ

た
。

ま
た

、
英

検
準

１
級

取
得

者
数

（
高

校
生

）
は

、
基

準
値

の
3
5
人

か
ら

平
成

2
8
年

度
に

は
8
6
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

中
高

生
の

英
語

力
（
中

学
３

年
生

英
検

３
級

以
上

相
当

、
高

校
３

年
生

英
検

準
２

級
以

上
相

当
の

英
語

力
を

有
し

て
い

る
生

徒
の

割
合

）
は

、
平

成
3
0
年

度
に

お
い

て
、

中
学

３
年

生
英

検
３

級
以

上
相

当
が

3
7
.1

％
と

な
り

、
基

準
値

よ
り

改
善

し
て

い
る

も
の

の
進

展
遅

れ
と

な
っ

て
い

る
。

高
校

３
年

生
英

検
準

２
級

以
上

相
当

は
4
6
.3

％
（
高

校
生

：
全

国
６

位
）
と

な
り

進
展

し
て

い
る

。
ま

た
、

英
検

準
１

級
取

得
者

数
（
高

校
生

）
は

、
基

準
値

の
3
5
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
1
0
5
人

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
6

3
6
4
5

3
7

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

海
外

留
学

・
交

流
派

遣
数

（
累

計
）
は

、
毎

年
3
0
0
人

以
上

の
派

遣
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

基
準

値
の

1
2
4
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
2
,0

2
5
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

海
外

留
学

・
交

流
派

遣
数

（
累

計
）
は

、
毎

年
3
0
0
人

以
上

の
派

遣
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

基
準

値
の

1
2
4
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
2
,3

2
5
人

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
7

3
6
4
6

8
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
ＩＣ

Ｔ
関

連
資

格
の

取
得

者
数

（
高

校
）
は

、
基

準
値

の
3
2
9
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
4
6
9
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ＩＣ
Ｔ

関
連

資
格

の
取

得
者

数
（
高

校
）
は

、
基

準
値

の
3
2
9
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
4
6
9
人

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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1
5
8

3
6
4
6

1
1

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
中

高
生

の
英

語
力

（
中

学
３

年
生

英
検

３
級

以
上

相
当

、
高

校
３

年
生

英
検

準
２

級
以

上
相

当
の

英
語

力
を

有
し

て
い

る
生

徒
の

割
合

）
基

準
値

　
中

学
：
－

（
Ｈ

2
4
年

度
）

現
状

値
  

 中
学

　
3
1
.7

%
（
Ｈ

2
9
年

度
）
　

　
　

　
　

現
状

値
  

 高
校

1
8
.1

%
（
Ｈ

2
9
年

度
）

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
中

高
生

の
英

語
力

（
中

学
３

年
生

英
検

３
級

以
上

相
当

、
高

校
３

年
生

英
検

準
２

級
以

上
相

当
の

英
語

力
を

有
し

て
い

る
生

徒
の

割
合

）
基

準
値

　
中

学
：
1
4
.8

%
（
Ｈ

2
5
年

度
）

現
状

値
  

 中
学

　
3
7
.4

%
（
Ｈ

3
0
年

度
）

現
状

値
  

 高
校

　
4
6
.3

%
（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
5
9

3
6
3
9

2
2

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
県

内
生

徒
の

交
通

事
故

件
数

現
状

値
  

2
1
9
件

(H
2
9
年

)

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
県

内
生

徒
の

交
通

事
故

件
数

現
状

値
  

1
8
6
件

(H
3
0
年

)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6
0

3
6
4
6

1
1

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
英

検
準

１
級

取
得

者
数

（
高

校
生

）
現

状
値

  
8
6
人

(H
2
8
年

度
)

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
英

検
準

１
級

取
得

者
数

（
高

校
生

）
現

状
値

  
1
0
5
人

(H
2
9
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6
1

3
6
4
6

1
1

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
海

外
留

学
・
交

流
派

遣
数

（
累

計
）

現
状

値
  

2
,0

2
5
人

(H
2
9
年

度
)

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
海

外
留

学
・
交

流
派

遣
数

（
累

計
）

現
状

値
  

2
,3

2
5
人

(H
3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6
2

3
6
4
7

3
0

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

理
系

大
学

へ
の

進
学

率
は

、
基

準
値

の
1
3
.8

％
か

ら
平

成
3
0
年

３
月

卒
業

に
お

い
て

は
1
8
.5

％
と

な
り

、
基

準
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

理
系

大
学

へ
の

進
学

率
は

、
基

準
値

の
1
3
.8

％
か

ら
平

成
3
0
年

３
月

卒
業

に
お

い
て

は
1
8
.5

％
と

な
り

、
基

準
値

を
達

成
見

込
み

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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結
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1
6
3

3
6
4
8

7
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
中

学
生

の
高

文
祭

等
全

国
・
九

州
大

会
上

位
入

賞
件

数
及

び
高

校
生

の
高

文
祭

等
全

国
・
九

州
大

会
上

位
入

賞
部

門
数

は
、

現
時

点
に

お
い

て
目

標
値

を
上

回
っ

て
増

加
し

て
い

る
。

  
  

  
一

方
で

、
中

学
生

の
高

文
祭

等
全

国
・
九

州
大

会
上

位
入

賞
部

門
数

及
び

高
校

生
の

高
文

祭
等

全
国

・
九

州
大

会
上

位
入

賞
件

数
は

、
基

準
値

を
下

回
っ

て
減

少
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

中
学

生
の

高
文

祭
等

全
国

・
九

州
大

会
上

位
入

賞
件

数
及

び
高

校
生

の
高

文
祭

等
全

国
・
九

州
大

会
上

位
入

賞
部

門
数

は
、

現
時

点
に

お
い

て
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

  
  

  
一

方
で

、
中

学
生

の
高

文
祭

等
全

国
・
九

州
大

会
上

位
入

賞
部

門
数

及
び

高
校

生
の

高
文

祭
等

全
国

・
九

州
大

会
上

位
入

賞
件

数
は

、
基

準
値

を
下

回
り

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6
4

3
6
4
8

1
7

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
海

外
留

学
・
交

流
派

遣
数

（
累

計
）

現
状

値
  

2
,0

2
5
人

(H
2
9
年

度
)

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
海

外
留

学
・
交

流
派

遣
数

（
累

計
）

現
状

値
  

2
,3

2
5
人

(H
3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6
5

3
6
4
8

1
7

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
(追

加
）

〈
 主

 な
成

果
指

標
の

状
況

〉
全

国
高

等
学

校
体

育
大

会
入

賞
者

お
よ

び
入

賞
者

件
数

（
団

体
）

目
標

値
（
R

3
年

度
）
6
団

体
基

準
値

 団
体

：
6
団

体
（
2
0
年

度
）

団
体

：
4
団

体
全

国
高

等
学

校
体

育
大

会
入

賞
者

お
よ

び
入

賞
者

件
数

（
個

人
）

目
標

値
（
R

3
年

度
）
 2

4
人

以
上

基
準

値
  

個
人

：
2
3
人

（
2
0
年

度
）

実
績

値
  

個
人

：
1
8
人

【
総

合
部

会
意

見
】

②
〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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結
　

果

1
6
6

3
6
4
9

1
8

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

平
成

1
1

年
の

開
学

か
ら

の
累

計
卒

業
者

数
は

、
1
,4

3
3
人

と
な

っ
て

お
り

、
看

護
大

学
卒

業
率

（
４

年
次

在
籍

者
数

に
お

け
る

卒
業

者
数

の
割

合
）
は

、
基

準
値

の
9
2
.8

%
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
9
8
.8

%
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

平
成

1
1

年
の

開
学

か
ら

の
累

計
卒

業
者

数
は

、
1
,5

1
0
人

と
な

っ
て

お
り

、
看

護
大

卒
業

率
（
４

年
次

在
籍

者
数

に
お

け
る

卒
業

者
数

の
割

合
）
は

、
基

準
値

の
9
2
.8

%
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
9
6
.3

%
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
 成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6
7

3
6
4
9

2
3

　
県

立
芸

術
大

学
に

お
い

て
は

、
琉

球
芸

能
や

沖
縄

の
染

・
織

・
漆

の
専

攻
科

目
の

ほ
か

、
平

成
2
5
年

度
以

降
、

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
関

係
の

講
座

を
開

設
す

る
な

ど
、

特
色

あ
る

教
育

の
実

施
に

努
め

た
。

  
 こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
県

立
芸

術
大

学
卒

業
生

数
（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
2
,8

0
9
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
3
,6

2
0
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

　
県

立
芸

術
大

学
卒

業
者

の
就

職
率

（
起

業
含

む
）
に

つ
い

て
も

、
平

成
3
0
年

３
月

卒
は

、
7
7
.6

％
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
伸

び
て

い
る

。

ー

県
立

芸
術

大
学

の
成

果
指

標
に

つ
い

て
は

、
就

職
率

だ
け

で
な

く
、

大
学

の
設

置
目

標
、

目
的

と
合

わ
せ

て
別

の
指

標
も

検
討

す
る

必
要

が
な

い
か

。
大

学
で

は
、

伝
統

文
化

の
継

承
や

新
し

い
価

値
を

生
み

出
す

ク
リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

な
人

材
を

育
成

し
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

て
、

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
他

の
芸

術
大

学
と

情
報

交
換

を
行

い
、

県
立

芸
術

大
学

の
状

況
を

適
切

に
現

す
指

標
の

検
討

を
引

き
続

き
行

う
こ

と
と

し
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

1
6
8

3
6
5
0

1
6

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
看

護
大

卒
業

率
（
４

年
次

在
籍

者
数

に
お

け
る

卒
業

者
数

の
割

合
）

基
準

値
　

9
2
.8

%
（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
　

9
8
.8

%
（
H

2
9
年

度
）

Ｒ
３

年
度

目
標

値
　

1
0
0
%

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
看

護
大

卒
業

率
（
４

年
次

在
籍

者
数

に
お

け
る

卒
業

者
数

の
割

合
）

基
準

値
　

9
2
.8

%
（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
　

9
6
.3

%
（
H

3
0
年

度
）

Ｒ
３

年
度

目
標

値
　

1
0
0
%

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１ 番 号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
6
9

3
6
5
0

2
2

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞

（
追

加
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
公

開
講

座
の

参
加

者
数

基
準

値
　

―
現

状
値

　
3
3
0
人

/
年

（
H

3
0
年

度
）

Ｒ
３

年
度

目
標

値
　

1
0
0
人

/
年

【
総

合
部

会
意

見
】

②
〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
7
0

3
6
5
1

2
1

　
本

県
の

産
業

振
興

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

た
め

に
は

、
沖

縄
の

持
続

的
な

経
済

発
展

に
向

け
、

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
や

地
場

産
業

な
ど

を
成

長
・

高
度

化
さ

せ
る

人
材

や
、

海
外

へ
の

ビ
ジ

ネ
ス

展
開

を
含

む
新

市
場

・
新

分
野

へ
の

進
出

に
取

り
組

む
人

材
、

さ
ら

に
は

起
業

家
精

神
を

持
っ

た
人

材
な

ど
多

様
な

産
業

人
材

の
育

成
を

産
学

官
連

携
の

も
と

戦
略

的
に

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
本

県
の

産
業

振
興

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

た
め

に
は

、
沖

縄
の

持
続

的
な

経
済

発
展

に
向

け
、

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
や

地
場

産
業

な
ど

を
成

長
・

高
度

化
さ

せ
る

人
材

や
、

海
外

へ
の

ビ
ジ

ネ
ス

展
開

を
含

む
新

市
場

・
新

分
野

へ
の

進
出

に
取

り
組

む
人

材
、

さ
ら

に
は

起
業

家
精

神
を

持
っ

た
人

材
な

ど
多

様
な

産
業

人
材

の
育

成
を

産
学

官
連

携
の

も
と

戦
略

的
に

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
学

校
・
地

域
・

企
業

等
が

連
携

し
、

児
童

生
徒

の
主

体
的

な
進

路
選

択
を

見
据

え
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

こ
れ

ま
で

産
学

官
が

連
携

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

や
産

業
教

育
に

関
す

る
成

果
等

を
報

告
書

に
反

映
し

て
欲

し
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
7
1

3
6
5
1

2
1

…
多

様
な

産
業

人
材

の
育

成
を

産
学

官
連

携
の

も
と

戦
略

的
に

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
・
・
多

様
な

産
業

人
材

の
育

成
を

産
学

官
連

携
の

も
と

戦
略

的
に

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
学

校
・
地

域
・

企
業

等
が

連
携

し
、

児
童

生
徒

の
主

体
的

な
進

路
選

択
を

見
据

え
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

早
期

か
ら

県
産

業
の

魅
力

や
展

望
、

社
会

が
求

め
る

力
を

知
る

こ
と

で
、

今
の

学
校

生
活

で
の

学
び

が
将

来
に

つ
な

が
っ

て
い

る
こ

と
に

気
づ

く
機

会
と

な
り

、
児

童
生

徒
の

進
路

選
択

の
主

体
性

を
育

て
る

。
併

せ
て

中
長

期
的

で
は

あ
る

が
、

業
界

や
企

業
に

と
っ

て
意

欲
の

高
い

人
材

の
確

保
に

つ
な

が
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１ 番 号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
7
2

3
6
5
5

3
農

林
水

産
業

を
担

う
人

材
の

育
成

に
つ

い
て

は
、

農
林

水
産

業
に

従
事

す
る

就
業

者
の

減
少

・
・
・
就

農
が

定
着

す
る

ま
で

の
経

営
・
生

活
資

金
等

の
支

援
を

行
う
必

要
が

あ
る

。

　
・
・
・
就

農
が

定
着

す
る

ま
で

の
経

営
・
生

活
資

金
等

の
支

援
を

行
う
必

要
が

あ
る

。
　

水
産

業
を

担
う
人

材
の

育
成

に
つ

い
て

は
、

本
県

水
産

物
が

持
つ

多
種

少
量

と
い

う
特

殊
性

か
ら

漁
業

技
術

の
習

得
に

時
間

が
か

か
る

た
め

、
漁

業
に

必
要

な
技

術
、

知
識

等
の

習
得

支
援

を
積

極
的

に
行

う
と

と
も

に
、

漁
業

経
費

等
の

支
援

を
行

い
担

い
手

の
就

業
定

着
率

向
上

と
人

材
育

成
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

新
規

就
農

者
数

は
向

上
し

て
い

る
が

、
漁

業
後

継
者

に
つ

い
て

は
厳

し
い

と
思

わ
れ

る
の

で
、

水
産

業
に

つ
い

て
の

課
題

と
対

策
を

明
記

し
た

方
が

よ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
7
3

3
6
5
7

2
1

　
･･

･幅
広

い
分

野
に

お
い

て
国

際
的

に
通

用
す

る
専

門
的

な
人

材
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

　
･･

･幅
広

い
分

野
に

お
い

て
国

際
的

に
通

用
す

る
専

門
的

な
人

材
の

育
成

に
加

え
、

県
内

企
業

に
お

け
る

受
入

体
制

の
充

実
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

　
成

果
報

告
内

容
が

抽
象

的
で

あ
り

、
産

業
人

材
不

足
に

は
育

成
事

業
を

な
お

ざ
り

に
し

て
き

た
結

果
で

あ
り

処
遇

改
善

に
向

け
た

取
組

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
　

産
業

人
材

不
足

に
対

応
す

る
必

要
が

急
務

で
あ

り
、

特
に

IT
・
観

光
従

事
者

の
育

成
が

求
め

ら
れ

て
い

る
だ

け
で

な
く
資

質
向

上
の

為
に

接
遇

と
語

学
力

な
ど

を
学

ぶ
機

会
を

恒
常

的
に

設
け

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
従

事
者

の
待

遇
面

の
改

善
が

図
れ

な
い

限
り

、
本

県
の

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

の
人

材
育

成
の

重
要

な
課

題
と

言
え

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー50ー



別
紙
１ 番 号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
7
4

3
6
5
7

2
5

・
・
・
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

や
県

内
の

各
産

業
を

牽
引

す
る

専
門

人
材

の
育

成
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
・
・
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

や
県

内
の

各
産

業
を

牽
引

す
る

専
門

人
材

の
育

成
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
県

内
企

業
に

お
け

る
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

等
の

確
保

と
あ

わ
せ

て
、

活
用

を
促

進
す

る
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

構
築

に
向

け
た

支
援

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

　
成

果
報

告
内

容
が

抽
象

的
で

あ
り

、
産

業
人

材
不

足
に

は
育

成
事

業
を

な
お

ざ
り

に
し

て
き

た
結

果
で

あ
り

処
遇

改
善

に
向

け
た

取
組

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
　

産
業

人
材

不
足

に
対

応
す

る
必

要
が

急
務

で
あ

り
、

特
に

IT
・
観

光
従

事
者

の
育

成
が

求
め

ら
れ

て
い

る
だ

け
で

な
く
資

質
向

上
の

為
に

接
遇

と
語

学
力

な
ど

を
学

ぶ
機

会
を

恒
常

的
に

設
け

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
従

事
者

の
待

遇
面

の
改

善
が

図
れ

な
い

限
り

、
本

県
の

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

の
人

材
育

成
の

重
要

な
課

題
と

言
え

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
7
5

3
6
5
8

3
8

　
加

え
て

、
地

域
の

活
性

化
に

向
け

て
、

本
県

の
様

々
な

地
域

資
源

を
活

用
し

、
地

域
の

活
性

化
を

主
導

で
き

る
人

材
の

育
成

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

　
加

え
て

、
地

域
の

活
性

化
に

向
け

て
、

本
県

の
様

々
な

地
域

資
源

を
活

用
し

、
地

域
の

活
性

化
を

主
導

で
き

る
人

材
の

育
成

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

、
学

校
・
地

域
・
企

業
等

が
連

携
し

、
児

童
生

徒
の

主
体

的
な

進
路

選
択

を
見

据
え

た
キ

ャ
リ
ア

教
育

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

こ
れ

ま
で

産
学

官
が

連
携

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

や
産

業
教

育
に

関
す

る
成

果
等

を
報

告
書

に
反

映
し

て
欲

し
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー51ー



別
紙
１ 番 号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
7
6

3
6
6
0

3
3

ア
　

県
民

生
活

を
支

え
る

人
材

の
育

成 （
成

果
等

）

ー

商
工

労
働

部
雇

用
政

策
課

「
未

来
の

産
業

人
材

育
成

事
業

」
（
H

2
5
年

～
現

在
）

3
5
市

町
村

4
万

人
の

児
童

生
徒

に
実

施
。

併
せ

て
、

教
員

保
護

者
向

け
講

演
会

、
産

業
向

け
教

育
C

S
R

研
修

県
経

済
に

お
け

る
重

点
産

業
で

あ
り

な
が

ら
、

人
材

確
保

及
び

後
継

者
育

成
が

共
通

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
①

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

、
②

情
報

通
信

産
業

、
③

建
設

産
業

、
④

福
祉

産
業

、
⑤

医
療

産
業

、
⑥

文
化

産
業

、
⑦

物
流

・
流

通
産

業
と

い
っ

た
７

産
業

そ
れ

ぞ
れ

の
主

た
る

業
界

団
体

が
、

次
世

代
を

担
う
児

童
生

徒
に

対
し

て
産

業
理

解
を

促
し

各
産

業
の

魅
力

を
伝

え
る

取
組

み
を

実
施

し
て

い
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
「
未

来
の

産
業

人
材

育
成

事
業

」
を

含
む

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
「
沖

縄
県

産
業

・
雇

用
拡

大
県

民
運

動
（
み

ん
な

で
グ

ッ
ジ

ョ
ブ

運
道

）
」

と
連

動
し

つ
つ

、
産

学
官

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
若

年
者

の
就

業
意

識
向

上
を

目
的

に
実

施
し

て
い

る
。

　
本

文
の

「
（
1
0
）
雇

用
対

策
と

多
様

な
人

材
の

確
保

 カ
 沖

縄
県

産
業

・
雇

用
拡

大
県

民
運

動
（
み

ん
な

で
グ

ッ
ジ

ョ
ブ

運
動

）
の

推
進

（
5
6
2
頁

）
」
の

（
成

果
等

）
に

お
い

て
、

「
未

来
の

産
業

人
材

育
成

事
業

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
6
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
の

4
年

間
で

延
べ

3
万

1
,8

5
8
人

の
児

童
生

徒
が

参
加

し
、

平
成

2
9
年

度
に

お
い

て
は

、
就

業
意

識
の

肯
定

的
変

化
は

約
8
6
％

と
な

っ
た

」
と

記
載

し
て

お
り

、
雇

用
者

数
拡

大
と

完
全

失
業

率
の

改
善

に
寄

与
し

た
と

考
え

て
い

る
。

　
ま

た
、

雇
用

情
勢

が
改

善
し

、
人

手
不

足
が

顕
著

に
な

っ
て

き
た

現
状

に
お

い
て

は
、

職
業

へ
の

興
味

関
心

を
育

て
、

就
業

意
識

を
高

め
る

ほ
か

、
業

界
に

お
け

る
ミ
ス

マ
ッ
チ

解
消

に
繋

が
る

も
の

と
期

待
し

て
い

る
。

ー52ー



別
紙
１ 番 号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

学
校

教
育

の
中

で
取

り
組

ま
れ

る
実

施
の

た
め

、
講

師
、

企
業

等
の

選
定

、
産

業
の

魅
力

を
伝

え
る

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
策

定
は

、
専

任
の

産
業

教
育

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
の

ア
ド

バ
イ

ス
の

も
と

行
わ

れ
、

市
町

村
に

設
置

し
て

い
る

地
域

型
キ

ャ
リ
ア

教
育

連
携

協
議

会
と

連
携

し
、

県
内

市
町

村
の

小
中

学
校

で
実

施
さ

れ
て

い
る

。
加

え
て

、
情

報
共

有
と

熟
議

の
場

と
し

て
、

産
業

団
体

と
教

育
関

係
者

と
県

の
関

連
部

署
等

が
一

堂
に

会
し

、
学

校
か

ら
社

会
へ

の
円

滑
な

移
行

に
む

け
て

、
ま

た
人

材
育

成
や

人
材

確
保

に
関

す
る

課
題

や
改

善
に

む
け

て
の

情
報

交
換

会
議

を
行

っ
て

い
る

。
予

測
不

能
な

時
代

に
向

け
て

、
産

学
官

の
情

報
共

有
は

人
づ

く
り

に
は

欠
か

せ
な

い
連

携
だ

と
思

わ
れ

る
。

　
こ

の
ほ

か
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
本

文
の

「
（
1
0
）
雇

用
対

策
と

多
様

な
人

材
の

確
保

 イ
若

年
者

の
雇

用
促

進
（
5
5
6
頁

3
8
行

～
5
5
8

頁
3
7
行

）
」
に

も
記

載
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

引
き

続
き

、
産

学
官

と
の

連
携

は
重

要
で

あ
る

と
認

識
し

て
い

る
。

ー53ー



別
紙
１ 番 号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
7
7

3
6
6
1

2
0

県
民

生
活

を
支

え
る

人
材

の
育

成
課

題
と

対
策

県
産

業
を

担
う
人

材
育

成
の

在
り

方
や

指
標

を
模

索
す

る
に

あ
た

り
、

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
、

地
域

産
業

と
分

類
し

な
い

包
括

的
な

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
形

成
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

各
産

業
の

現
状

や
展

望
、

人
材

育
成

や
確

保
に

関
す

る
課

題
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
含

め
た

学
校

か
ら

社
会

へ
の

円
滑

移
行

に
む

け
た

育
む

べ
き

資
質

能
力

に
つ

い
て

、
産

学
官

で
話

し
合

う
場

、
情

報
共

有
の

機
会

が
、

予
想

不
能

な
変

化
に

柔
軟

に
に

対
応

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

思
わ

れ
る

。

当
部

会
で

検
証

し
て

い
る

事
項

に
つ

い
て

の
短

期
的

な
ワ

ー
キ

ン
グ

部
会

や
情

報
交

換
会

が
あ

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

最
近

は
社

会
情

勢
や

社
会

通
念

も
変

化
が

早
く
、

2
～

3
年

で
も

古
く

感
じ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
時

代
に

即
し

た
提

案
や

計
画

を
行

う
た

め
に

も
、

産
業

人
材

育
成

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
形

成
を

望
み

ま
す

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
観

光
リ
ゾ

ー
ト

産
業

や
情

報
通

信
関

連
産

業
等

の
リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
か

ら
医

師
や

薬
剤

師
、

看
護

師
、

介
護

人
材

等
の

県
民

生
活

を
支

え
る

各
種

の
包

括
的

な
人

材
育

成
に

あ
た

っ
て

は
、

各
産

業
の

専
門

性
の

違
い

や
就

職
前

の
資

格
取

得
か

就
職

後
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

等
の

段
階

的
な

違
い

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
分

野
に

関
わ

る
関

連
部

局
を

含
め

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

1
7
8

3
6
6
1

2
8

る
こ

と
か

ら
、

県
内

で
就

職
す

る
薬

剤
師

の
確

保
に

向
け

た
取

組
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
・
・
薬

剤
師

の
確

保
及

び
県

内
国

公
立

大
学

で
の

薬
剤

師
養

成
に

向
け

た
取

組
・
・
・

薬
学

部
新

設
す

る
緊

急
の

課
題

と
し

て
、

琉
球

大
学

薬
学

部
新

設
を

具
体

的
に

明
記

し
た

方
が

よ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ー54ー



別
紙
１ 番 号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
7
9

3
6
6
2

2
3

イ
　

地
域

づ
く
り

を
担

う
人

材
の

育
成

（
成

果
等

）

ー

商
工

労
働

部
雇

用
政

策
課

「
沖

縄
型

ジ
ョ
ブ

シ
ャ

ド
ウ

イ
ン

グ
事

業
」
（
H

2
3
～

2
6
）

「
地

域
型

就
業

意
識

向
上

支
援

事
業

」
（
H

2
4
～

現
在

）
地

域
を

担
う
人

材
育

成
は

、
児

童
生

徒
な

ら
び

に
大

学
生

に
対

す
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

と
連

動
し

て
行

う
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

地
域

連
携

型
キ

ャ
リ
ア

教
育

を
展

開
す

る
に

あ
た

り
市

町
村

単
位

で
の

「
地

域
連

携
協

議
会

」
の

設
置

し
、

連
携

の
要

と
な

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

す
る

取
り

組
み

を
行

っ
た

。
発

足
さ

れ
た

協
議

会
で

は
キ

ャ
リ

ア
教

育
や

人
材

育
成

は
、

地
域

特
性

が
活

か
さ

れ
た

取
り

組
み

が
重

要
と

捉
え

、
市

町
村

首
長

等
を

会
長

に
、

商
工

会
や

地
場

産
業

組
合

を
含

む
経

済
団

体
、

教
育

機
関

、
行

政
機

関
、

N
P

O
等

で
構

成
さ

れ
て

い
る

。
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

実
施

主
体

は
協

議
会

が
担

い
、

企
業

開
拓

は
経

済
団

体
で

行
う
な

ど
役

割
を

分
担

し
キ

ャ
リ
ア

教
育

【
原

文
の

と
お

り
】

「
地

域
型

就
業

意
識

向
上

支
援

事
業

」
を

含
む

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
「
沖

縄
県

産
業

・
雇

用
拡

大
県

民
運

動
（
み

ん
な

で
グ

ッ
ジ

ョ
ブ

運
道

）
」
と

連
動

し
つ

つ
、

産
学

官
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

若
年

者
の

就
業

意
識

向
上

を
目

的
に

実
施

し
て

い
る

。
　

本
文

の
「
（
1
0
）
雇

用
対

策
と

多
様

な
人

材
の

確
保

 カ
 沖

縄
県

産
業

・
雇

用
拡

大
県

民
運

動
（
み

ん
な

で
グ

ッ
ジ

ョ
ブ

運
動

）
の

推
進

（
5
6
2
頁

）
」
の

（
成

果
等

）
に

お
い

て
、

地
域

型
就

業
意

識
向

上
支

援
事

業
に

つ
い

て
は

、
「
協

議
会

が
行

う
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
就

業
意

識
向

上
を

図
る

事
業

に
対

し
て

支
援

を
行

い
、

実
施

さ
れ

た
事

業
へ

は
平

成
2
9

年
度

ま
で

に
約

4
万

３
千

人
参

加
し

、
若

年
者

の
就

業
意

識
向

上
が

図
ら

れ
た

」
と

記
載

し
て

お
り

、
雇

用
者

数
拡

大
と

完
全

失
業

率
の

改
善

に
寄

与
し

た
と

考
え

て
い

る
。

　
ま

た
、

雇
用

情
勢

が
改

善
し

、
人

手
不

足
が

顕
著

に
な

っ
て

き
た

現
状

に
お

い
て

は
、

職
業

へ
の

興
味

関
心

を
育

て
、

就
業

意
識

を
高

め
る

ほ
か

、
業

界
に

お
け

る
ミ
ス

マ
ッ
チ

解
消

に
繋

が
る

も
の

と
期

待
し

て
い

る
。

年
２

回
開

催
さ

れ
る

総
会

で
は

、
活

動
報

告
や

成
果

の
検

証
の

み
な

ら
ず

、
地

域
の

地
理

的
、

歴
史

文
化

的
背

景
や

産
業

雇
用

環
境

を
踏

ま
え

、
地

域
課

題
の

共
有

、
地

域
や

産
業

に
貢

献
で

き
る

人
材

像
育

成
の

方
法

に
つ

い
て

も
熟

議
し

て
い

る
。

こ
の

取
り

組
み

を
活

用
し

た
地

域
は

、
2
7
市

町
村

（
休

止
・
廃

止
を

含
む

）
と

広
が

り
を

み
せ

て
い

る
。

　
こ

の
ほ

か
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
本

文
の

「
（
1
0
）
雇

用
対

策
と

多
様

な
人

材
の

確
保

 イ
若

年
者

の
雇

用
促

進
（
5
5
6
頁

3
8
行

～
5
5
8

頁
3
7
行

）
」
に

も
記

載
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

引
き

続
き

、
産

学
官

と
の

連
携

は
重

要
で

あ
る

と
認

識
し

て
い

る
。
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別
紙
１ 番 号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
8
0

3
6
6
3

1
1

地
域

づ
く
り

を
担

う
人

材
の

育
成

（
課

題
及

び
対

策
）

ー

商
工

労
働

部
／

県
教

育
委

員
会

「
沖

縄
県

キ
ャ

リ
ア

教
育

・
職

業
教

育
等

推
進

の
た

め
の

研
究

協
議

会
 」

報
告

書
（
平

成
2
3
年

度
）

商
工

労
働

部
雇

用
政

策
課

「
地

域
連

携
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

」
（
H

2
7
～

現
在

）
県

が
推

し
進

め
て

い
る

地
域

連
携

型
キ

ャ
リ
ア

教
育

を
担

う
協

議
会

に
対

す
る

支
援

は
、

各
地

で
展

開
さ

れ
て

1
0

年
が

過
ぎ

た
。

こ
れ

ま
で

の
成

果
や

課
題

は
、

各
地

域
の

協
議

会
の

中
で

児
童

生
徒

学
生

、
協

力
企

業
、

学
校

、
協

議
会

構
成

団
体

か
ら

の
ヒ

ア
リ
ン

グ
や

ア
ン

ケ
ー

ト
に

基
づ

き
熟

議
を

重
ね

な
が

ら
地

域
に

即
し

た
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
「
地

域
連

携
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」
を

含
む

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
「
沖

縄
県

産
業

・
雇

用
拡

大
県

民
運

動
（
み

ん
な

で
グ

ッ
ジ

ョ
ブ

運
道

）
」
と

連
動

し
つ

つ
、

産
学

官
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

若
年

者
の

就
業

意
識

向
上

を
目

的
に

実
施

し
て

お
り

ま
す

。
　

地
域

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

に
つ

い
て

は
、

「
協

議
会

が
行

う
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
就

業
意

識
向

上
を

図
る

事
業

」
の

側
面

的
支

援
を

行
う
も

の
と

な
っ

て
お

り
、

本
文

の
「
（
1
0
）
雇

用
対

策
と

多
様

な
人

材
の

確
保

 カ
 沖

縄
県

産
業

・
雇

用
拡

大
県

民
運

動
（
み

ん
な

で
グ

ッ
ジ

ョ
ブ

運
動

）
の

推
進

（
5
6
2
頁

）
」
に

記
載

さ
れ

た
（
成

果
等

）
に

お
い

て
、

包
含

さ
れ

て
い

る
も

の
と

認
識

し
て

お
り

、
雇

用
者

数
拡

大
と

完
全

失
業

率
の

改
善

に
寄

与
し

た
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
ま

た
、

雇
用

情
勢

が
改

善
し

、
人

手
不

足
が

顕
著

に
な

っ
て

き
た

現
状

に
お

い
て

は
、

職
業

へ
の

興
味

関
心

を
育

て
、

就
業

意
識

を
高

め
る

ほ
か

、
業

界
に

お
け

る
ミ
ス

マ
ッ
チ

解
消

に
繋

が
る

も
の

と
期

待
し

て
お

り
ま

す
。
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別
紙
１ 番 号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

平
成

2
4
年

3
月

に
実

施
さ

れ
た

「
沖

縄
県

キ
ャ

リ
ア

教
育

・
職

業
教

育
等

推
進

の
た

め
の

研
究

協
議

会
」
の

中
で

、
全

県
域

を
包

括
す

る
連

携
に

向
け

た
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

形
成

 に
つ

い
て

提
案

さ
れ

た
こ

と
を

受
け

、
各

地
域

の
協

議
会

に
関

す
る

立
上

げ
支

援
、

継
続

支
援

、
自

立
支

援
と

併
せ

て
、

各
地

の
情

報
を

一
元

化
し

、
児

童
生

徒
の

取
組

別
な

ら
び

に
能

力
別

の
変

化
を

集
約

を
す

る
取

り
組

み
を

行
っ

て
き

た
。

し
か

し
前

述
の

研
究

協
議

会
で

求
め

ら
れ

る
役

割
を

果
た

す
に

は
、

重
ね

て
今

後
の

地
域

を
担

う
人

材
、

地
域

産
業

を
担

う
人

材
の

育
成

の
在

り
方

の
指

標
を

探
る

べ
く
、

各
地

域
へ

の
丁

寧
な

ヒ
ア

リ
ン

グ
と

過
去

1
0
年

分
の

情
報

を
分

析
し

精
査

す
る

必
要

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

。

こ
の

ほ
か

、
キ

ャ
リ
ア

教
育

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
本

文
の

「
（
1
0
）
雇

用
対

策
と

多
様

な
人

材
の

確
保

イ
若

年
者

の
雇

用
促

進
（
5
5
6
頁

3
8
行

～
5
5
8
頁

3
7
行

）
」
に

も
記

載
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

引
き

続
き

、
産

学
官

と
の

連
携

は
重

要
で

あ
る

と
認

識
し

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
、

県
に

お
い

て
、

主
な

取
組

に
つ

い
て

P
D

C
A

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
や

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

の
検

証
を

行
う
観

点
か

ら
も

、
本

事
業

の
一

環
と

し
て

、
ど

の
よ

う
な

効
果

検
証

が
で

き
る

か
を

検
討

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

1
8
1

3
6
6
3

1
6

　
ま

た
、

地
域

の
持

続
的

な
活

性
化

に
向

け
て

は
、

地
域

の
良

さ
を

再
確

認
し

、
地

域
の

様
々

な
魅

力
あ

る
資

源
を

具
体

手
な

事
業

に
結

び
つ

け
、

地
域

活
動

の
広

が
り

を
と

お
し

て
、

地
域

の
活

性
化

を
主

導
で

き
る

人
材

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

　
ま

た
、

地
域

の
持

続
的

な
活

性
化

に
向

け
て

は
、

地
域

の
良

さ
を

再
確

認
し

、
地

域
の

様
々

な
魅

力
あ

る
資

源
を

具
体

的
な

事
業

に
結

び
つ

け
、

地
域

活
動

の
広

が
り

を
と

お
し

て
、

地
域

の
活

性
化

を
主

導
で

き
る

人
材

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

誤
字

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
8
2

3
6
6
3

2
0

　
こ

の
こ

と
か

ら
、

本
県

の
様

々
な

地
域

資
源

を
活

用
し

、
地

域
の

活
性

化
を

主
導

で
き

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
及

び
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

能
力

の
高

い
人

材
の

育
成

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

こ
の

こ
と

か
ら

、
本

県
の

様
々

な
地

域
資

源
を

活
用

し
、

地
域

の
活

性
化

を
主

導
で

き
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

及
び

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
ト

能
力

の
高

い
人

材
の

育
成

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

の
特

色
を

生
か

し
た

産
学

官
が

連
携

す
る

人
材

育
成

の
取

組
を

促
進

す
る

。

こ
れ

ま
で

産
学

官
が

連
携

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

や
産

業
教

育
に

関
す

る
成

果
等

を
報

告
書

に
反

映
し

て
欲

し
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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紙
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果

1
8
3

3
6
7
1

2
8

教
育

機
会

の
確

保
に

つ
い

て
は

、
離

島
・
へ

き
地

に
お

け
る

教
育

環
境

を
改

善
す

る
た

め
、

平
成

2
9
年

度
に

お
い

て
８

名
以

上
の

児
童

で
構

成
さ

れ
る

4
0

の
複

式
学

級
に

非
常

勤
講

師
を

3
6

人
派

遣
し

た
。

教
育

機
会

の
確

保
に

つ
い

て
は

、
離

島
・
へ

き
地

に
お

け
る

教
育

環
境

を
改

善
す

る
た

め
、

平
成

3
0
年

度
に

お
い

て
８

名
以

上
の

児
童

で
構

成
さ

れ
る

2
7

の
複

式
学

級
に

非
常

勤
講

師
を

2
6

人
派

遣
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
8
4

3
7
1
0

1
3

平
成

2
9
年

度
は

、
８

名
以

上
の

児
童

で
構

 成
さ

れ
る

複
式

学
級

、
７

学
級

に
非

常
勤

講
師

を
７

人
派

遣
し

た
。

※
北

部
圏

域

平
成

3
0
年

度
は

、
８

名
以

上
の

児
童

で
構

 成
さ

れ
る

複
式

学
級

、
４

学
級

に
非

常
勤

講
師

を
４

人
派

遣
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
8
5

3
7
5
2

1
3

平
成

2
9
年

度
は

、
８

名
以

上
の

児
童

で
構

 成
さ

れ
る

複
式

学
級

、
1
5
学

級
に

非
常

勤
講

師
を

1
5
人

派
遣

し
た

。
※

八
重

山
圏

域

平
成

3
0
年

度
は

、
８

名
以

上
の

児
童

で
構

 成
さ

れ
る

複
式

学
級

、
1
2
学

級
に

非
常

勤
講

師
を

1
1
人

派
遣

し
た

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
8
6

－
－

－

ー
ー

名
桜

大
学

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
北

部
教

育
研

修
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
記

載
で

き
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

総
点

検
報

告
書

は
、

県
の

取
り

組
み

を
中

心
に

記
載

し
て

い
る

た
め

、
現

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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別
紙

２

分
　

　
野

課
　

　
題

　
　

の
　

　
内

　
　

容
課

　
題

　
設

　
定

　
の

　
考

　
え

　
方

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

の
関

連
箇

所
備

　
　

考

人
材

育
成

薬
学

部
の

設
置

に
つ

い
て

（
問

題
）
 県

内
の

薬
局

・
医

療
施

設
に

従
事

す
る

薬
剤

師
数

（
人

口
1
0
万

人
当

た
り

）
が

、
全

国
平

均
の

1
8
1
.3

人
を

大
き

く
下

回
り

、
全

国
最

下
位

で
あ

り
、

薬
剤

師
の

数
が

不
足

し
て

い
る

。
（
課

題
）
 県

内
国

公
立

大
学

で
の

薬
剤

師
養

成
に

向
け

た
取

組
、

県
外

の
薬

学
生

や
薬

剤
師

に
対

し
、

県
内

で
の

就
業

を
促

進
す

る
た

め
の

取
組

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

第
２

章
　

2
8
4
頁

亀
谷

委
員

（
福

祉
保

健
部

会
）

人
材

育
成

学
校

教
育

と
社

会
教

育
の

総
合

的
・
横

断
的

な
取

組
等

の
推

進
に

つ
い

て

（
問

題
）
近

年
、

学
校

が
抱

え
る

課
題

は
複

雑
化

、
多

様
化

し
て

い
る

た
め

、
学

校
と

地
域

社
会

が
相

互
に

協
力

し
な

が
ら

、
社

会
全

体
と

し
て

教
育

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

（
課

題
）
国

は
幅

広
い

地
域

住
民

等
の

参
画

を
得

て
、

社
会

全
体

で
の

教
育

を
実

現
す

る
た

め
、

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
」
と

「
地

域
学

校
協

働
活

動
」
を

一
体

的
に

推
進

す
る

方
針

だ
が

、
本

県
に

お
い

て
は

連
携

体
制

等
充

分
で

は
な

い
た

め
、

体
制

整
備

や
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

－
翁

長
委

員

分
　

　
野

課
　

　
題

　
　

の
　

　
内

　
　

容
課

　
題

　
設

　
定

　
の

　
考

　
え

　
方

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

の
関

連
箇

所
備

　
　

考

人
材

育
成

地
域

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

（
仮

称
）
に

つ
い

て

(問
題

) 
 今

後
、

1
8
歳

人
口

の
減

少
が

進
む

こ
と

に
よ

り
、

地
方

に
お

け
る

質
の

高
い

教
育

機
会

の
確

保
が

課
題

と
な

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
中

、
地

域
に

お
け

る
高

等
教

育
の

将
来

像
に

つ
い

て
、

高
等

教
育

機
関

が
地

方
公

共
団

体
や

産
業

界
を

巻
き

込
ん

で
議

論
す

る
場

（
地

域
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
）
が

な
い

。
(課

題
）
　

県
内

高
等

教
育

機
関

、
地

方
公

共
団

体
、

産
業

界
が

地
域

に
お

け
る

高
等

教
育

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
に

つ
い

て
議

論
す

る
場

と
し

て
「
地

域
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
（
仮

称
）
」
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。

－
小

島
委

員
（
県

審
議

会
）

重
要

性
を

増
し

た
課

題
及

び
新

た
に

生
じ

た
課

題
の

一
覧

（
学

術
・
人

づ
く
り

部
会

）

　
①

 重
 要

 性
 を

 増
 し

 た
 課

 題

　
②

 新
 た

 に
 生

 じ
 た

 課
 題
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自由意見の一覧（学術・人づくり部会）

【人材育成】

１ 学校教育について、今後、学校と地域、学校と産業界の連携か

ら、もう一段階踏み込んだ連携が必要である。

２ 「沖縄らしい個性」について、多くの人が抱き、理解できる共

通項みたいなものを例示する必要がある。

３ 社会教育主事の配置について、制度が変わって社会教育士にな

っていく上で、今後社会教育士の活用を含め、考える必要があ

る。

４ 県立芸術大学について、大学の設置目標、目的とあわせて、成果の

指標も別の指標を持ってくる必要がある。

５ 文化芸術活動を支える仕組みづくりについて、次の振興計画で

も新しい文化を創造する担い手の育成、環境整備に取り組む必要

がある。

６ 高度情報通信人材育成事業について、主に県内事業社はソフト開発

よりも下請け業務が多いこともあり、30歳手前のスキルを持った IT 技
術者は県外にキャリアアップを求めて転職する傾向にあり、これらの人

材確保の為にも早期にサイバーセキュリティ者育成と開発事業社誘致

が必要である。

７ 基地内大学で学ぶ学生がプロの通訳者と成る目標数値や、沖縄県が

開催する国際会議にはサブ的だとしても参加の機会を設ける必要があ

る。

８ 子どもの貧困対策の推進については、県政の重要な柱であるため、

（次の振興計画では、もっと上の）章あるいは節あたりに位置づける必

要がある。

別紙３
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